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山陰自動車道鳥取益田線は、「国土開発幹線自動車道法」に基づいて、均衡あ

る国土の開発に寄与する高速道路の一環として計画が進められ、このうち宍道～

出雲間につきましては、平成14年 3月 から鋭意建設を進めております。これに先

立ち、路線敷地内にある遺跡について島根県教育委員会と協議し、記録保存のた

めの発掘調査を進めてまいりました。本書は松江工事事務所担当区域である斐川

町における西 I遺跡などの貴重な遺跡の発掘調査の記録であります。

この記録調査がはるかな過去に生きた先祖の生活や文化様式を、時代を超えて

現代に蘇らせ、また、現代に生きる私どもの未来の道しるべとなるとともに、今

後の調査研究の資料として活用されることを期待するものであります。

なお、この発掘調査および本書の編集は島根県荻育委員会に委託して実施した

ものであり、ここに関係各位のご尽力に対し、深甚なる謝意を表すものであります。

平成15年 3月

日本道路公団中国支社 松江工事事務所

竹 下 幸 次所 長



島根県教育委員会では、日本道路公団中国支社の委託を受けて、平成12年度か

ら山陰自動車道J鳥取益田線 (宍道～出雲間)建設予定地内に所在する埋蔵文化財

の発掘調査を実施してきておりますが、このほど当該区間において初めての報告

書を刊行する逗びとなりました。

本報告書は、いずれも簸川郡斐川町に所在する西 I遺跡、祇園原 I遺跡、石橋

I遺跡、高瀬城北遺跡についての調査成果をまとめたものです。なかでも西 I遺

跡では、古墳時代後期に営まれた集落跡が調査され、出雲平野南部における古墳

時代集落の一端が明らかになりました。

本報告書が、地域の歴史を解明する手がかりとなり、郷土の歴史と埋蔵文化財

に対する理解と関心を高める一助となれば幸いです。

最後になりましたが、本書を刊行するにあたり御協力いただきました地元の

方々、日本道路公団中国支社、斐川町教育委員会、その他関係機関、関係者の皆

様に厚 くおネLを 申し上げます。

平成15年 3月

島根県教育委員会

教育長 広 沢 卓 嗣



例

1.本書は日本道路公団中国支社の委託を受けて、島根県教育委員会が平成13年度に実施した、山

陰自動車道鳥取益田線 (宍道～出雲間)建設予定地内埋蔵文化財発掘調査の調査報告書である。

2.本書で扱う遺跡は次のとおりである。

島根県簸川郡斐川町大字三絡字武部西2184他

同      直江町3429-2他

同      直江町3475他

同      神庭1558-2他

3.調査組織は次のとお りである。

調査主体  島根県教育委員会

(平成13年度)現地調査

西 I遺跡

祇園原 I遺跡

石橋 I遺跡

高瀬城北遺跡

[事務局]宍 道正年 (埋蔵文化財調査センター所長)・ 内田 融 (同総務課長)・ 松本岩雄 (同調

査第 1課長)。 ,|1原和人 (同調査第 2課長)。 今岡 宏 (同総務係長11月 まで)

[調査員]ナ |1原和人 。大庭俊次 (同文化財保護主事)。 岩橋孝典 (同主事)・ 福場康芳 (同教諭兼

文化財保護主事)・ 奥村昌子 (同教諭兼文化財保護主事)。 赤木 努 (同教諭兼文化財

保護主事)。 横木尚文 (同教諭兼主事)。 植田寿子 (同講師兼主事)・ 糸賀伸文 (同調

査補助員)。 露梨靖子 (同調査補助員)・ 伊藤悟郎 (同調査補助員)・ 松崎恵美子 (同

調査補助員)

[遺物整理]河野真由美 (同内業作業員)・ 小豆沢美貴 (同内業作業員)

(平成14年度)報告書作成

[事務局]宍 道正年 (埋蔵文化財調査センター所長)。 卜部吉博 (同副所長)。 内田 融 (同総務

課長)・ チ|1原和人 (同調査第 2課長)。 坂本淑子 (同総務係長)

[調査員]ナ |1原和人 ,大庭俊次 (同文化財保護主事)。 岩橋孝典 (古代文化センター主任研究員 )

横木尚文 (埋蔵文化財調査センター教諭兼文化財保護主事)。 松崎恵美子 (同調査補

助員)

4。 発掘作業 (発掘作業員雇用・重機借 り上げ・発掘用具調達等)については、日本道路公団・社

団法人中国建設弘済会、島根県教育委員会の三者協定に基づき、島根県教育委員会から社団法人

中国建設弘済会へ委託 して実施 した。

社団法人中国建設弘済会

(現場担当)矢 野秀夫 (技術員)。 藤原 恒 (技術員)。 加本宏文 (技術員 )

(事務担当)飯 塚春美 (事務員)

5。 現地調査及び資料整理に際 しては、文化財課・古代文化センター・埋蔵文化財調査センター各

職員および以下に記す方々から有益な御指導・御助言・御協力をいただいた。

陰山 昇 (斐川町教育委員会文化財課長)。 宍道年弘 (斐川町ふるさとデザイン課)

陰山真樹 (斐川町教育委員会)・ 江角 健 (斐川町教育委員会)。 阿部賢治 (斐川町教

育委員会)・ 池田敏雄 (斐川町文化財保護審議会委員)

6.挿図中北は、沢j量法による第 3座標系 X軸方向を指す。平面直角座標系 XY座標は、日本測

口



地系による。レベル高は海抜高を示す。

7.第 1図、第 3図は国土交通省国土地理院発行のものを使用した。

8.本書に掲載した写真のうち空撮は株式会社ジェクトが撮影し、その他の遺構・遺物写真は岩

橋、大庭、横木、広江耕史 (文化財課主幹)が撮影した。

9.本書に掲載した実測図は川原、岩橋、横木、露梨、伊藤が作成 し、露梨、松崎、河野、小豆

沢、横木、岩橋、赤本のほか、西 有卜子 (埋蔵文化財調査センター内業作業員)、 田中路子 (同

内業作業員)が浄書した。題字は横木が作製した。

10。 本書の執筆は岩橋、大庭、川原、福場、横木が分担して行い、その文責を目次に記した。編集

は横木が行った。

11.本書掲載の遺跡出土遺物及び実測図、写真などの資料は島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

(松江市打出町33番地)で保管している。
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第 1章 調査に至る経緯

山陰自動車道鳥取益田線は、中国横断自動車道尾道松江線 。山陽自動車道 。中国縦貫自動車道・

西瀬戸自動車道 (通称 しまなみ海道)と接続 し、日本海側地域と瀬戸内海地域の広域的な高速交通

ネットワークを形成することにより沿線地域の産業・経済・文化の発展と活性化を図ることを目的

に、昭和62年 に予定路線が決定 した。宍道～出雲間18.lkmに ついては平成 3年 12月 に基本計画が、

そして平成 8年 12月 には整備計画も決定 した。

この計画にともなう埋蔵文化財調査 (ト ンネル予定地を除く人束郡宍道町・簸川郡斐川町・出雲

市地内にかかわるもの)については、平成 9年 2月 7日 付で県土木部より県教育委員会に分布調査

の依頼があつた。これを受け、同年 3月 後半から分布調査を開始 し、 6月 に調査結果を回答 した。

しかしこの調査は樹木の繁茂 した中でのものであり、路線決定 (用地杭設置)後及び立木伐採後の

各段階での再踏査が必要であると確認された。なお、斐川町では県高速道路事務所の依頼を受け、

この年 8月 から9月 にかけて祇園原遺跡の トレンチ調査を行い、結果を9月 末に回答 している。12

月には日本道路公団に対 して施行命令があり、翌平成10年 1月 には工事実施計画も認可された。再

踏査は条件の整った平成11年 2月 に行われた。

平成12年 4月 1日 、県教育委員会は日本道路公団との間に「平成12年度埋蔵文化財発掘調査」の

契約を結び、山陰自動車道建設予定地内の調査を本格的に開始 した。 5月 には、社団法人中国建設

弘済会に調査補助業務を委託するための契約も結ばれた。

平成12年度は6月 から1パーテイで斐川町の 3遺跡を調査 した。大井Ⅱ遺跡・大井 I遺跡・畑谷

I遺跡を対象 としたこの年の調査は 9月 6日 に終了、道路公団には10月 2日 付で結果を通知 した。

これに並行 して 8月 には次年度を見据え、ルー ト上の同町学頭～神庭に所在する遺跡の調査範囲も

決定された。

平成13年度は4パーテイでの調査体制 となった。 4月 25日 に開始 した西 I遺跡の調査 を皮切 り

に、23遺跡を調査対象とした。斐川町内では学頭地区 3遺跡、神庭地区 5遺跡、三絡地区 5遺跡、

直江地区 4遺跡、さらに出雲市内では上津地区 6遺跡を調査 し、12月 に調査は終了 した。調査結果

は翌平成14年 3月 20日 付で道路公団へ通知 した。

平成14年度は2パーティの体制となる。調査は出雲市内のみとなり、上津地区 6遺跡、神門地区

12遺跡を対象とした。調査は 4月 18日 に開始 し、翌年 1月 に終了した。

今回報告する遺跡は、平成13年度に調査 した西 I遺跡、祇園原 I遺跡、石橋 I遣跡、高瀬城北遺

跡であり、いずれも斐川町内に所在する。
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第 1図 山陰自動車道鳥取益田線 (宍道～出雲間)ル ー ト上の遺跡 (S=1/50,000)

第 1表 山陰自動車道鳥取益田線 (宍道～出雲間)ルー ト上の遺跡一覧

番号 遺 跡 名 調査年度 主 な 内 容 報告書シリーズ名

1 高瀬城北遺跡 平成13年度
性格不明の土坑 3基、焼土溜まり

3か所

山陰自動車道鳥取益田線 (宍道～出雲間)

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 1

2 西 I遺 跡 平成13年度
加工段 5、 掘立柱建物 3、 須 恵

器、土師器、三輪玉、臼玉、鉄器

山陰自動車道鳥取益田線(宍道～出雲間)

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 1

3 石 橋 I遺 跡 平成13年度
柱穴 3、 小規模ピット1、 遺物な

し

山陰自動車道鳥取益田線 (宍道～出雲間)

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 1

4 祇園原 I遺跡 平成13年度
焼土・灰土坑 6基、焼土 。灰溜ま

り3か所、土師質土器多く出土

山陰自動車道鳥取益田線(宍道～出雲間)

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 1



第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

(西 I遺跡・祇園原 I遺跡・石橋 I遺跡・高瀬城北遺跡 )

【はじめに】本書で扱う4つの遺跡は、荒神谷遺跡で知られる島根県簸川郡斐川町に所在し、各遺跡はこれと

至近の距離にある。斐川町はその名の通り、中国山地に源を発する一級河川斐伊川が南から時計回りに迂回

しつつ宍道湖に注 ぐ、その蛇行の内側に位置する町である。町の北部、いわば時計の上半分は近世に至って

所く現在の形 となった沖積平野であり、南部すなわち下半分がこれらの遺隊を擁する丘陵や山麓で占められ、

円の中心近くに荒神谷遺跡があるといえよう。この山麓には F出雲国風土記』に書かれた古代出雲郡の神名

火山にも比定される仏経山 (標高366m)を はじめ、高瀬山 (314m)・ 大黒山 (315m)な どがあり、こうし

た山々からは低丘陵がいくつか北に伸びている。遺跡はこれら南側の山麓や丘陵周辺に集中しており、長ら

く入海 (宍道湖)であった北側の平野部では発見されていない。

目を転じて斐伊川左岸の出雲平野を俯跛してみよう。この平野は斐伊川と神戸川という二つの河川によっ

て形成された沖積平野であり、この地に住む人々は時には豊かな土壊の恩恵を家り、時には氾濫という災害

にも見舞われてきた。稲作の始まる弥生時代以降、肥沃なこの地域は高い生産力を保ち続け、しばしば政治

的 。文化的発信地となってきた。この左岸の動向は、当然斐川の地にも大きな影響を与えたであろうし、同

一地域と考えるのがむしろ相応しい場合も多々あろう。こうした点も踏まえ、上記の4遺跡を取 り巻 く地理

的 。歴史的環境を概説したい。

1日 旧石器時代以前

最終氷期 (12万年前から1万 2千年前)は地球的規模で海が後退 した時代で、最も寒冷な時期と

いえる2万年前には、100m以上海面が低かった。従って現在の宍道湖 。中海は存在せず、そこに

は東西に長 く延びる深い谷があり、谷の底には松江市あたりを分水嶺とした「古宍道川」が流れて

いた。またその両岸には河岸段丘が広がっていた(D。
宍道湖周辺部ではこうした段丘面を中心に旧

第 2図 本書掲載遺跡位置図
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第 2表 本書掲載遺跡と周辺の遺跡

名   称 雇ヨ  男u 所在地 主 な 遺 構 主 な 還 物

1 西 I遺跡 集落跡 武音Б 段状遺構、掘立柱建物、柵列 土師器、須恵器、三輪玉、臼玉、石器、金属製品、鉄淳

2 紙園原 I遺跡 散布地 直 江 土 坑 中国陶磁器、土師質土器,須恵器

3 石橋 I遺跡 城 跡 直江 柱 穴

4 高瀬城北遺跡 散布地 神庭 土 坑 須恵器、土師器、石鏃

5 平野 I遺跡 散布地 上直江 平野 弥生土器、土師器、須恵器

6 軍原古墳 古墳 学頭 軍原 (前方後)円墳 直刀、貝輪、櫛、管玉、小札

7 大井城跡 城跡 学頭 大井 山城・郭 5、 土塁 1、 空堀 1 鉄釘、陶磁器

大倉横穴群 横穴群 学頭 大倉 6穴以上 須恵器

小丸子山古墳 古墳 学頭 上学頭 円墳、礫床 2 直刀、甲、須恵器

神庭岩船山古墳 古墳 神庭 中溝 前方後円墳、舟形石棺 円筒埴輪

剣山横穴群 横穴群 上直江 平野 4穴 直刀、須恵器
2 外ケ市古墳 古墳 神氷 外ケ市 横穴式石室 須恵器
3 出西小丸古墳群 古墳群 出西 随心 3基 (横穴式石室 2) |オ 1状陽亥Uの 閉塞石、子持壷

4 岩野原横穴群 横穴群 上直江 3穴
5 山ノ奥横穴群 横穴群 出西  山ノ奥 23穴以上

6 海の平横穴群 横穴群 出西 上出西 3穴
7 入幡宮横穴 横 穴 出西

岩樋上横穴 横 穴 出西 上出西

岩海横穴群 横穴群 出西 上出西 4穴

高野古墳群 古墳群 阿宮 高野 3基 (円墳 1、 横穴式石室3)

武部遺跡 散布地 三絡 武部西～東 柱 穴 縄文土器、須恵器、土師器、石鏃

布子谷古墳 古墳 阿宮 下阿宮 横穴式石室

墓田横穴群 横穴群 阿宮 井田 3穴

高瀬城跡 中世山城跡 神庭～学頭 山城・甲の九、二の九、鉄砲立

沢田横穴群 横穴群 出西 沢 田

御射山古墳群 古墳群 荘原 御射山 3基 (円墳 2) 須恵器、刀、耳環

鍛冶屋横穴 横 穴 三絡 武部東 須恵器

西光院横古墳 古墳 三絡 羽根西 横穴式石室

武部西古墳群 古墳群 三絡 武部西 円墳 2基、横穴式石室

結城古墳 古墳 直江 結本谷 横穴式石室

貴船古墳 古墳 三絡 貴船 横穴式石宰 須恵器、埴輪

コモ コШ梗 尺蕃 横穴群 上直江 八頭 2穴 須恵器

稲城横穴 横 穴 出西 後 谷

御射山横穴群 横穴群 荘原 御射山 2穴 須恵器、直刀、刀子、鉄鏃、金環

亀 山横穴 横 穴 上直江 平野 須恵器

水越古墳 阿宮 下阿宮 横穴式石室

城山古墳群 古ユ 群 神氷 城山 15基 (方墳 7・ 円墳 2他 ) 剣片、砥石

結遺跡
古墳群、住居

跡
直江～三絡

古墳29基 (方墳 1・ 礫帝[、 円墳
2・ 割竹形木構)、 建物3か所

蛇行鉄剣、鉄鏃、刀子、小剣、円筒埴輪、
須恵器、縄文土器、石鏃、石匙、石斧

西古墳群 古墳群、土境墓 三絡 西 2基 (方墳 2)、 土壌墓 須恵器、土師器、直刀、短刀、鎌、鉄器、土師質土器

新市横穴群 横穴群 直江 新市 3穴以上

剣先横穴群 横穴群 出西 剣先 2穴以上

42 後谷横穴群 横穴群 出西 後谷 3穴

後谷町道脇古墳 古墳 出西 後谷 横穴式石室

44 斐伊川鉄橋遺跡 散布地 僻川神立～出雲市 弥生土器、古式土師器

西谷遺跡 散布地 神庭 西谷 溝状遺構 弥生土器、古式土師器、須恵器

荒神谷遺跡 青銅器埋納地 神庭 西谷 銅剣、銅鐸、銅矛、須恵器

神庭丘陵北遺跡 散布地 神庭～荘原

大倉Ⅳ遺跡 散布地 学頭 大倉 溝状遺構 須恵器、土師器、碧玉、砥石

綿田原 I遺跡 散布地 学頭 綿田原 須恵器、青磁

平野横穴群 横穴群 上直江 平野 19穴 鉄刀、鉄製轡、刀子、鉄鏃、金環、勾玉、須恵器、上師器

氷室 Ⅳ遺跡 散布地 神氷 氷室 弥生土器、須恵器、土師器

磁 天寺平廃寺 寺院跡 阿宮 下阿宮 基壇 2 礎石、軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、のし瓦、鬼瓦、辱

開 西谷 Ⅱ遺跡 散布地 神庭 西谷 溝状遺構 弥生土器、土師器、須恵器

54 小野遺跡 散布地 神氷 小野 須恵器、土師質土器、陶磁器、軒丸瓦、平瓦、陽尾、弥生土器

後谷 (旧後谷V)遺跡 :衛跡 出西 後谷 礎石建物 2か所、竪穴住居 縄文土器、殊生土器、須恵器、土師質土器、自磁

稲城遺跡 「地 出西 稲木谷 呪符木簡、須恵器、土師器、軒九瓦

新田畑 I遺跡 地 学頭 新田畑 集落遺構 縄文土器、黒曜石

杉沢 I遺跡 住居跡 直江 杉沢 段状遺構、竪穴住居 弥生土器

宮谷遺跡 散布地 三 絡 弥生土器、石器、円筒埴輪、陶磁器

三メ田(ミ ンメデン)遺跡 散布地 神氷  三メ田 掘立柱建物 須恵器、土師質土器、磨製石斧

杉沢Ⅲ遺跡 住居跡 直江 杉沢 総柱建物跡、側柱建物跡 土師器、土製品、須恵器、石鏃

井田横穴群 横穴群 阿宮 井 田 2穴

64 三井Ⅱ遺跡 住居跡 直江 三井 竪穴住居、掘立柱建物 縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器、石器、鉄器

上ヶ谷(アゲダニ)遺跡 散布地 神氷 上ヶ谷 総柱建物跡、溝状遺構 縄文土器、土師器、須恵器、石錘、磨製石斧、田下駄
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石器時代の遺跡が20か所以上見つかつている。また、近隣では大黒山の東麓にあたる宍道町首谷で

玉髄質角錐形細石核が表採されている②
。しかし、斐川町域ではまだ旧石器時代の遣物・遺構は見

つかっていない。

2.縄文時代

著 しく海水面が上昇したいわゆる「縄文海進」期には、出雲平野にあたる部分に大きく海が入 り

込み、古宍道湾を形成 していた。海進が鈍化すると、斐伊川と神戸川による河川堆積が進み、島根

半島と陸続 きになった。つまり東に古宍道湖、西に神門水海の成立を見ることになる (約 5,000年

前)③。 しか し斐川町域では平野部の大部分はまだ水面下であつた。その後沖積作用を受け陸地が

拡がってくるものの、基本的にこの地勢は江戸初期まで変わらない。

早期の遺跡 としては、赤変 した集石遺構 と、200点 を超える石器 (石鏃・スクレーパー・石槍な

ど)を検出した新田畑 I遺跡がある。丘陵の奥深い谷にある結 遺跡でも早期末から前期初頭の刺

突文土器・条痕文土器が出上 したい
。中期に属する遺跡に上ヶ谷遺跡があ り、ほぼ完形に近い深鉢

(船元 正式)が出上 している0。 また後谷 遺跡 (十 日後谷V遺跡)か らは晩期の竪穴住居跡のほか、後

期前葉の磨消縄文を施す土器 (中津Ⅲ式～福田 K2式古段階)・ 突帯文土器・打製石斧などが見つ

かった。さらには武部遺跡からも後・晩期の縄文土器が出土 している。

3日 弥生時代

昭和59年 に神庭字西谷で銅剣358本が、また翌60年 にはその出土地からわずか東へ 7mの地点で

銅矛16本 と銅鐸 6個が発見され、全国に衝撃をもたらした (荒神谷遺跡 )。 銅鐸 と銅矛の同所埋納

も例のないことであった。埋納時期は銅剣・銅矛の型式などから、ほぼ弥生時代中期後半とされて

いる。しかし、そもそも誰が何のためにこれだけ大量の青銅器を一括埋納 したのかについては、い

まだに学界の定説を得るに至っていない。隠匿説、祭祀説、一時保管説等それぞれに論拠を示すも

のの、各々確定できる材料を得るには至っていないのが現状である0。 ところでこの荒和谷遺跡か

ら西に 3 kmの 地点にある杉沢 I遺跡では、標高15～ 36mの 丘陵斜面上に加工段が十数箇所見つかつ

てお り、中期後半の土器類が出土 している。荒神谷遺跡との関連 もむろん耳目を引 くところである

が、いずれにせよ一定の規模を持つ弥生時代集落そのものが町内では未発掘であり、調査の進展に

期待 したい。

この他の遺跡の分布状況0を広 く見てみよう。斐伊川左岸の現出雲市域では、中期以降、天神遺

跡や古志本郷遺跡といった大溝を伴う拠点集落が出現する。しかし、右岸にあたる斐川町域では、

依然として丘陵の縁辺部に散見される程度である。町内で最 も早い時期の遺跡は後谷遺跡である。

ここでは縄文時代晩期から継続 して弥生時代前期、中期末から後期 と、断続的に集落が営まれてい

る。中期中葉からこうした居住地は広が りを見せ始め、丘陵地の神庭丘陵北遺跡、平野 I遺跡、な

いし丘陵縁辺部の宮谷遺跡、氷室Ⅳ遺跡等でも、集落が形成されていたようだ。また、荒神谷遺跡

に近接する西谷遺跡や西谷 Ⅱ遺跡では後期の遺跡が確認されている。一方この頃 (後期後半)、 斐

伊川左岸では西谷墳墓群が現れる。大型の四隅突出型墳丘墓を含む大小約20基の墳墓群で、ここか

ら出土 した、吉備地方との交流を示す特殊器台や特殊壷、丹後・北陸系の上器などは、この時代の

広汎な政治的繁が りを示すものとして注目される。



4B古墳時代

周辺域の重要古墳と斐川

古墳時代、斐伊川中流域は早くから有力な政治勢力が存在したようである。加茂町の神原神社古

墳 (方墳 。前期)からは景初三年銘の三角縁神獣鏡が出土し、全国的に脚光を浴びた。畿内ないし

瀬戸内との関連が指摘される古墳である。また、平野北部にも大きな勢力が在ったようで、出雲最

古の前方後円墳とされる大寺古墳 (大寺 1号墳、前期末～中期初め・出雲市東林木町)が築造され

ている。(時期はややずれるがこの北東 2 kmに は、馬具などの秀逸な副葬品で知られる後期前半の

円墳上島古墳がある。)中期に入ると、宍道湖縁辺に中小の政治的勢力が育ち始めてくる。斐川地

域では丘陵北縁に所在する軍 原古墳、神庭岩船山古墳、小丸子山古墳がその証である。軍原古墳

(全長50m余の前方後円墳と推定)出上の、南海産テングガイ製腕輪等の副葬品、組み合わせ式家

形石棺は、この地と九州との繋がりを窺わせる。神庭岩船山古墳 (推定長57m、 前方後円墳)は、

副葬品が散逸しているものの、舟形石棺は身の縁が印籠口式に加工された全長2.7mの見事なもの

である。町内最大の円墳である小丸子山古墳 (直径32m、 高さ5。 3m)では、剣・甲。須恵器等が

出上している。

群集墳と蛇行状鉄剣

中期の後半から後期の中頃にかけ、 1辺 (径)10m内外の古墳が10～30基群集して築造されてゆ

く。これらは前述の古墳のいわば下位に属する古墳群と考えられる。その1つ 、結古墳群 (方墳

14基 と円墳20基)の中の11号墳 (方墳、礫存【)か らは、国内の出土数力ⅥO本に満たない蛇行状鉄剣

(全長53cm)が出上している。 5世紀代の畿内、及び6世紀代の南九州に偏在 していることから、

九州出土のものは「中央から将来されたもの」01と する見解もある。呪術性を持ったものとする

見方もある③ス③ 3が
、今後の研究が待たれる。このほか三絡の西古墳群のうち西 1号墳 (木棺直

葬・調査後消滅)か らは、茎にコの字状の切り込みを持つ全長108cmの直刀が出上している0。 直

刀は出雲西部で数例を数えるものの、 lmを超えるものは近隣では後述の上塩冶築山古墳に類例を

見るのみである。

後期古墳の特徴

この地域の後期古墳を調べてみると、横穴墓が斐川町西側にあたる出西、上直江に集中している

のに対し、横穴式石室が全町域に渡って築かれていることがわかる。平野横穴群など、この地の横

穴は、出雲西部の出雲市上塩治横穴墓群と同じ奥行きの長い妻入り構造を呈しているものが大半で

ある。しかし横穴式石室のなかには、出雲東部の石棺式石室の影響を受けたと思われる石室構造を

もつものがある。また、出西小丸 1号墳の石室入日の閉塞石には、九州地方に起源をもつと考えら

れている門状の浮き彫りが施されているが、このような陽刻は宍道町から松江市にかけて6例が知

られている。°。このように斐川町に所在する後期古墳が、出雲西部と出雲東部の古墳のいずれの特

徴をも示していることは興味深い事実である。

出雲の大型古墳

ところでこうした斐川町の古墳の被葬者たちは、斐伊川左岸の地に盤据する広汎な勢力、すなわ

ち今市大念寺古墳、上塩冶築山古墳、上塩治地蔵山古墳等の被葬者と関係があつたと思われる。 6

世紀後半から7世紀初めに築かれたこれらの古墳のなかでも、とりわけ前二者に収められた副葬品
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は、金銅製履 (大念寺古墳 )、 歩揺付金銅製冠 (築山古墳)な ど全国的にも屈指の優品揃いであり、

その勢力の大きさを偲ぶことができる。大念寺古墳は墳長92mと いう県内最大の前方後円墳である

が、これに先行する大型古墳が出雲平野で発見されていない点、また大陸・朝鮮半島に起源を持つ

とされる「版築」状の盛土土木技術を墳丘築造に用いている点など、注目すべき特異な古墳 といえ

よう。自然石を巧みに組み合わせた現存長12.8mの 横穴式石室、長さ3,3mと いう日本最大の制抜

式家形石棺も特筆に値する。一方上塩冶築山古墳は、最近の再調査で幅15mの周溝を伴う円墳であ

ることが確認された。横穴式石室の現存長は14.6mに も及び、 2つの家形石棺 も併せ、切石による

高度な技術を目の当たりにすることができる。副葬品は冠の他にも銀環・銅鈴・鉄鏃・捻 り環頭大

刀・円頭大刀・多 くの馬具等豪華なものである。

5日 奈良時代

郡衛跡と寺院遺跡

奈良時代前半に書かれた『出雲国風上記』 (733年)に よれば、斐川町域に当たる地には健部郷、

漆治郷、出雲郷、河内郷、神戸郷、美談郷の名が見える。また、これらが属 した出雲郡は、他に宇

賀郷 (平 田市の一部)、 伊努郷 (出雲市の一部)、 さらには杵築郷 (大社町)を も含む広大なもので

あった。斐伊川は「出雲大川」と呼ばれ、「流域が肥沃で五穀が豊かに実 り、川魚も豊富である」と

記されている。この時代の官衡跡 としては、出雲郡衡の一部に比定される出西の後谷遺跡があり、

調査が行われている。郡行政庁跡は残念ながら発見に至っていないが、墨書土器や大量の戊化米、

さらには大きな礎石を伴った大規模遺構が検出された。これは東西150m、 南北120mに及ぶ倉庫群

の可能性があり、郡行付属の正倉跡と考えられている。後谷遺跡に隣接 した 2遺跡のうち、稲城遺

跡からは出雲市の神門寺廃寺出土のものと類似する水切瓦、軒九瓦や呪符木簡が、小野遺跡からは

墨書土器、円面硯、鴫尾、軒九瓦が出土 している。D。 これらの出土状況から、両遺跡は寺院の可能

性 も高いとされる。また、仏経山の東南、標高200mの 山頂に広がる天寺平廃寺では塔および金堂

の基壇と礎石が確認され、奈良時代後期～平安時代初期にかけての関連遺物 (軒九瓦、軒平瓦、尊

など)が多数発見されている⑫。

その他の遺跡

この時期の建物跡については、他にも次々と見つかっている。武部西遺跡では主軸を整然と南北

に向けた掘立柱建物 5棟が、また三メ田遺跡では丘陵上から3間四方の総柱建物跡が発見されてい

る°0。 同様な立地条件では、杉沢Ⅲ遺跡がある。ここからは2間四方の総柱建物跡が検出され、近

くのピットから内側に赤色顔料が塗られた須恵器の高杯が、杯に蓋をする状態で出土 した。付近の

谷から「三井」と書かれた墨書土器も出土 していることから、F風上記』にも登場する御井神社の

元宮の可能性 も指摘されている。

6日 平安～戦国時代

大倉Ⅳ遺跡や前述した小野遺跡からは、平安時代の掘立柱建物跡が発見されている。なかでも大

倉Ⅳ遺跡からは、桁行 7間、梁間6間の大型の建物跡が検出されており注目される。つ。また、西古

墳群中で発見された土渡墓は平安末期～鎌倉期のもので、副葬されていた土師器群は県内における

中世土器編年の重要資料となっている(0。
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さて、斐川の地でも律令制の崩壊と荘園制の進展は平安期以降確実に進んでいった。中でも出雲

大社や鰐淵寺といつた寺社勢力の浸透は顕著であり、すでに平安末期には杵築大社 (出雲大社)領

が斐川町西部に成立していた°°。『北島家文書』 (康元元年 1256)に よれば、鳥屋郷・求院村・北

島村・富郷・千家村などが杵築大社領として見える。この杵築大社国造家は南北朝期に2家に分か

れるが、斐川の地で各々が領する千家、北島両村の名を取つて氏の姓としている。一方、鰐淵寺も

平安期に廷暦寺の末寺となり、漆治郷 (直江)は近江の日吉神社 (廷暦寺守護社)領 となっている。

南北朝期にはまず南朝、ついで北朝から当郷の知行を安堵され、次第に鰐淵寺の支配が確立してく

る。神仏習合思想の浸透の中で二者はさらに連携を強め、「杵築と鰐淵は二にして三ならず」(り と

謳われたごとく、寺社勢力の双壁として密接な関係を築いていったのである。

信濃国桑原・武蔵国泉の両氏は承久の乱後の恩賞としてか、それぞれ建都郷 (三絡)、 宇屋新宮

(榊庭)の地頭に補せられている。その後戦国期に入ると、尼子氏の重臣米原氏,が高瀬山に高瀬城

を築き、拠点とした。経久をはじめこの地は尼子氏との因縁浅からぬ土地で、高瀬城は尼子氏の支

城中、屈指の山城であつた。遺構には「大高瀬 (甲 の丸)」 、「小高瀬 (二の丸)」、「鉄砲立」などが

あり、城主、家臣の居館跡とされる平地の御坪谷 (小局谷)近 くには、今も五日市、殿ケ市などの

地名を残し、往時を偲ばせる°9。 米原綱寛はこの城に籠り、毛利勢の猛攻をよく凌ぐが、敵方の兵

糧作戦に屈し、元亀 2年 (1571)開 城を余儀なくされる。9。 一方支配権を得た毛利輝元による惣国

検地 (天正19年 1591)は 、寺社勢力には大打撃となる。この結果、鰐淵寺の漆治郷に対する支配

は終焉し、現斐川町における杵築大社領はわずかに千家・北島郷を残すだけとなるのである。

7日 江戸時代

江戸初期、斐川の地は神門・出東・楯縫の 3郡に分かれていたが、寛文年間 (1661～ 1673)に は

「 出雲郡」33か 町村が分立したと見られる。また、遡って幕藩体制草創期の寛永15年 (1638)、 松

江落は千家・北島・富の3か村を含む2730石 を杵築大社に寄進している。これら「社領3ケ 村」は

やはり村内でも特別な地歩を占めていた。

土地にまつわり特筆すべきは、寛永12年 (1635)の大洪水で斐伊川が流れを東に変え、宍道湖に

注ぎ始めたことだった9° 。ここに沖積作用が進み、藩の「川違」 (新川開削)も 相倹つて新田開発

が急速に進展することとなる。こうして現在の湖岸線に近い形が現れる伽)の であるが、創 り出さ

れた簸川平野の未熟地 (反新田)を熟田化させ、租税の増収を図ろうとする松江藩の熱意は、文政

3年 (1830)に 書かれた農政書°りにも如実に現れている。この地の作物としては米作のみならず、

出雲国の特産物の最上位を占めた木綿も名高かった。また出西を中心とした生姜、新川土手での櫨

の栽培なども盛んに行われた。

8日 明治以降

斐伊川とその支流新川は、農業用水を提供する貴重な役割を果たしてきたが、十年に一度は大水

害をおこす荒れ川でもあった。大正12年 (1923)には斐伊川水系の改修事業が始まり、その過程で

新川は昭和14年 (1939)廃川となった。跡地は戦時中海軍の飛行場用地にもなったが、現在は新川

旧河道の東部が県営出雲空港として利用されるに至っている。
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□古文献 にみるこの地域

OF出雲国大税賑給歴名帳」(正倉院文書・天平11年 く739〉)に は、当時の出雲郡漆治郷・河内郷・出雲郷な

どの村落構成が明示されている。本書の4遺跡がある斐川町東部は出雲郡健部郷に属していた。この郷の名

については、F出雲回風土記』(路3年)に、以下のような興味深い記述がある。宇夜都琲命が峰に天降つたの

で、そこを宇夜の里といった、とした後「しかるに後に改めて健部と琥くる所以」は、景行天皇が「『朕が御

子, 倭 健命の御名を忘れじ』とのりたまひて、健部を定め給ひき」と記し、神門臣古爾を健部と定めたと

し、「故、健部といふ」とある。天皇の命による名代の設置と地名起源の説き起こしという、異例ずくめの記

述である。本報告書所収の西I遺跡の所在地は武部であり、「建部」姓を多く残す。また、所収4遺跡から目

貶の距離にも宇屋谷という地名を見ることができる。

○『日本書紀』の崇神紀には、出雲振根たちの権力争いの場として止屋の淵 (塩冶郷)が登場する。振根は

自分が留守の間に、朝廷に神宝を献 じてしまった弟飯入根を深く怨み、「頃者 (こ のごろ)、 止屋の淵に多に

姜生ひたり。願はくは共に行きて見欲ほし」と誘いかけ、清らかな淵で共に沐浴した後、殺害してしまう。時

代や人物の特定は困難ではあるが、往事出雲の中枢勢力がこの界隈にいたことを窺わせる内容である。振根

は入根を殺害した後、逆に朝廷から誅せられる。その結果、「出雲臣等、是の事に畏 りて、大神を祭らずして

間 有り。」ところがその後丹波に住む小児が、出雲の御宝について神憑 りのように唱えたという不思議な事

件が起こり、それを機に朝廷は出雲臣に再び大神を祭らせることとなる。出雲振根は神門臣古爾に比定され

る存在でもあるが90、 崇神紀のこうした記述はこの地について考えるよすがを示してくれる(Й )。

○「宇夜の里」が、当時入海 (宍道湖)に面していたことは前述の通 りであるが、『新撰姓氏録」(815年 )に

も、「詣二出雲國宇夜江 、捕貢レ之」 (出雲國宇夜の江に詣 りて、捕へて之を貢ぐ)と 記されている。「之」と

は、鵠 (白鳥)の ことであり、垂仁天皇の皇子督津別がこの鳥を見て初めて言葉を発 し、天皇は之を悦び、

鵠の行方を探させたという記述に続 く場面である。「出雲大神」の崇りが暗示され、『記紀』共に紙数を割 く

この件は、謎めいていて奥の深さを感じさせるQO。 なお『日本書紀』垂仁紀では上記の部分について「出雲

に詣りて、捕獲へつ。」と記すのみである。

【註】

(1)『宍道町史 〔通史編上巻】』宍道町史編纂委員会 2001

(2)『 島根県斐川町遺跡分布調査報告書』斐川町教育委員会 1992

(3)林 正久「荒神谷遺跡周辺の地形環境」『古代文化研究』第4号 島根県古代文化センター 1996

(4)『荒神谷遺跡発掘調査概報 (2)』 島根県教育委員会 1986

(5)『上ヶ谷遺跡発掘調査報告書」斐川町教育委員会 1998

(6)岩永省三『歴史発掘 7 金属器登場』講談社 1997/『 出雲神庭荒神谷遺跡』 島根県教育委員会 1996

(7)『弥生時代のひかわ』斐川町教育委員会 1999

(8)-1 田中 茂「地下式横穴出土の蛇行剣について」『日本考古学協会昭和51年度大会研究発表要旨』日本考古

学協会 1976

-2 宍道年弘「結11号墳出土の蛇行状鉄剣」『八雲立つ風土記の丘』No 73 島根県立八雲立つ風土記の丘 1985

-3 田中 茂「南九州出土の蛇行剣」『宮崎県史研究』第2号 宮崎県 1988

(9)斐川町教育委員会「斐川の文化財 鉄製大刀出土 西 1号墳」『広報ひかわ』斐川町 1987.10。 21

(10)山本 清『山陰古墳文化の研究』報光社 1971

(11)『 出雲郡家関連遺跡群第 9次発掘調査IR/1報』斐川町教育委員会 211111/『後谷遺跡第 5次発掘調査概報』同 1997

(12)斐川町教育委員会「斐川の文化財 天寺平廃寺」『広報ひかわ』斐川町 1987.8.21 ただ、この地は郡衛跡と

される後谷遺跡からは東南に4キ ロの位置であるが、『風上記』には「郡家の正南十三里一百歩 (約 7キ ロ)」

とあり、食い違いを残している。

(13)『三メ田遺跡』斐川町教育委員会 1999

(14)『大倉Ⅳ遺跡 綿田原 I遺跡」斐川町教育委員会 1997

(15)川 原和人・桑原真治「島根県斐川町西石橋遺跡の中世墓」『古文化談叢』第18集 九州古文化研究会 1987

(16)『 日本歴史地名大系33 島根県の地名』平凡社 1995 その他平安～江戸期の土地所有に関する記述の多くは
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これに負う。

(17)『出雲国 浮浪山鰐淵寺』浮浪山鰐淵寺 1997

(18)『 日本城郭大系第14巻」新人物往来社 1980 なお、遺構の呼称については山根正明氏 (松江南高校)よ り御

教示を得た。

(19)『新修島根県史 。通史編』臨川書店 1968/『斐川町史」斐川町史編纂委員会 1972

(20)『島根県歴史大年表』郷土出版社 2001/『 しまね史記』讀賣新聞社 19密  なお後述の川違は鉄穴流しによる

川床の上昇を抑制する狙いもあった。特に天保 3年 (1832)か ら五年間を費やした川違は流路10kmに も及んだ。

(21)植田寿子「郷土地理教材としての築地松」『高知大学地理第4号』高知大学教育学部地理学研究室 1999 に

は、斐川町域をほぼ東西に三分する新田 。本田の分布図・境界域が示されている。

(22)『神門・出雲・楯縫郡反新田出精仕様書 (日 本農業全書 9)』 農山漁村文化協会 19硲 藩の諮問に応えた具申

の書で、施肥から農家経営まで微細に亘る。

(23)-1 高嶋弘志「出雲国造の成立と展開」『古代王権と交流7 出雲世界と古代の山陰』名著出版 1995

-2 井上光貞「国造制の成立」『井上光貞著作集』第4巻 岩波書店 1985(初 出は『史学雑誌J60-11 山

川出版社 1951)

これらの論文は森田喜久男 (古代文化センター)の教示による。

(24)上記の著作集第3巻 (1985)で 井上は『出雲国大税賑給歴名帳』(p10に 既出)の健都郷での氏族構成を論 じ、

『風上記』の遺称地でもあるこの郷を服属地帯と捉え、「ここに氏族構成と、神宝の物語とがふれあっているこ

とはたしか」 (p268)であり、キズキ勢力 (後出のカムドとほぼ同義)は畿内と結んだオウ勢力に征討され、祭

祀権の収奪が行われたとする。

大谷晃二「上塩冶築山古墳をめぐる諸問題」『上塩冶築山古墳の研究』島根県古代文化センター 1999 第 7

章第6節 大谷は出雲の東西で飾大刀の系統が明確に異なることから論を起こし、物部氏と蘇我氏の対立、ひ

いては物部氏の滅亡がこの古墳の主 (「 カムド」勢力)の衰亡の原因であると論じる。つまり「オウ」「カムド」

両勢力とも畿内勢力と緊密な関係を持った中での盛衰と捉えている点、井上と立場を異にしている。

(25)菊池照夫「出雲国造神賀詞奏上儀礼の意義」『古代王権と交流7 出雲世界と古代の山陰』 名著出版 1995

では、この白鳥献上評は先に記した神宝献上諄と同じく、「天皇への霊威付与」という意味を持つとする。従

来の「服属関係としての出雲対畿内」という見方への問題提起があり、興味深い。
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第 3章 西 I遺跡の調査

第 1節 調査の経過

西 I遣跡・石橋 I遺跡の周辺は山陰自動車道・斐川インターチェンジ予定地となってお り、調査

対象地には西Ⅱ・Ⅲ遺跡の一部も含まれていた。しかし、確認調査の結果、西Ⅱ・Ⅲ遺跡では顕著

な遺構 。遺物は確認されなかったため、インターチェンジ予定地では西 I遺跡・石橋 I遺跡が本調

査の対象となった。

西 I遺跡は中国山地から派生する低丘陵の北側緩斜面に位置 している。遺跡は谷川を挟んで東西

に分かれるため、谷の西側をA区 ・B区 とし、東側をC区・D区 として調査を実施 した。確認調

査は 4月 25日 ～5月 27日 まで実施 し、表土下で遺物包含層が確認された範囲について本調査を実施

した。確認調査は川原和人、奥村昌子、横木尚文、松崎恵美子が担当した。

A区 は立木伐採を実施 した後、 5月 28日 から本調査を開始 し、10月 24日 に空撮を実施 し、10月

25日 に現地調査を終了した。途中、10月 14日 には斐川町民を対象とした現地説明会を実施 し77人の

参加を得た。A区の調査面積は1,550♂、B区は200だ、C区は110♂、D区は120♂ である。

A区の本調査は岩橋孝典、福場康芳、植田寿子、露梨靖子が担当 し、B・ C,D区 は大庭俊次、

赤木努、植田寿子、糸賀伸文、伊藤悟郎が担当した。また、調査 3係職員が随時応援にあたった。

第 2節 A区の概要

A区 は標高48～ 59mの 北東に開けた斜面に位置するが、中央に南西から北東に下る埋没谷が

入っており、周辺と比較すると傾斜の緩い緩斜面となっている。調査前の段階から地表面の各所に

平坦面や小規模な土鰻頭が確認され、集石も見られたことから段状遺構や石室を持つ古墳の存在が

想定されていた。

調査区の設定ではコンターラインに直交する大セクシヨンベル トを2本設定し、最 も西側の区画

をA-1区 、中央区画をA-2区 、東側区画をA-3区 とし、さらに各区を標高により上段・中

段・下段・下段斜面の 4段階に区分 して大まかな区分けとした (第 7図 )。

基本的な土層は上から表土・暗黄褐色土層・地山となり、堆積厚は50～ 70cmであった。

調査前から確認されていた土餞頭状のマウンドは、調査を進める過程で、土層の検討などから谷

の傾斜変換点に堆積 した土砂であることが判明した。そのため、当遺跡の性格は集落遺跡である可

能性が強まり、竪穴建物 。段状遺構・掘立柱建物の検出に努めた。

結果的に調査区内では2段にわたって段状遺構が確認されたが、調査対象地の北側にも平坦面が

見られることから、実際は 3段以上にわたる段状遺構が存在するものと考えられる。これらの段状

平坦面に掘立柱建物等を連ねた 6世紀末～ 7世紀初頭の集落跡が主な検出遣構であるが、遺構に伴

わない 8世紀後半～11世紀の遺物 も一定量存在することから、奈良～平安時代においてもなんらか

の人間活動があったものと考えられる。

調査区より南側は急斜面となってお り、頂上部などにもトレンチを設定 したが遺構・遺物は確認

できなかった。また、北側 も上記の平坦面より北では急斜面となり遺構は確認できないことから、

集落としては3000～ 4000♂ ほどの範囲に収まるものと考えられる。
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第 3表 西 正遺跡 段状遺構 1ビ ット計測表

卜名 (m m) 匠 leltts(m) ビッ ト名 貴イ壺(mリ 程イ壺(m, 床 ё (mリ

Pユ P18 格 72 0_割 56_62 P23 0.19 0.19 0.13 56,71
4 0_33 「D6_6 P25 P39 0.22 0 32 56 44

48 0.25 56 55 P25 0.26 0.26 0 34 56 29
4 0 25 56.54 P27 0 25 02 0 34 56 27

P5 P9 046 0 39 0.28 56.57 P41 0 29 0.23
P6 Pl 0 37 0 35 0.27 56.59 P42 0 23

P7 P3 0 33 56.58 P43 0.35 0.24

P8 P5 0.29 0.25 0.23 56 58 P44 0,18

P9 P6 0.17 0 14 0,16 56 5ユ P46 0.29 0 23

P10 P7 0 26 0 26 0.26 56 46 P33 P45 0 22 0 16

Pll P15 0 36 0 19 56.63 P27 0 16 0 26 56 31

P12 P16 0 18 0.15 0,08 56 75 P35 0 28 02 0.18 56 42

P13 P17 0.2 0.17 0.08 56 76 P36 P37 0 29 0 19 0 15 56 54

P14 P10 0.27 0 24 0.18 56 76 P38 0 19 0 18 0_14 56 53

P15 Pll 0 48 0.46 56 46 P29 047 0 36 0 15 56 48

P16 P12 0.3 0 25 0.16 56.7 P39 P33 0 33 0 38 56 42

P17 P21 0 39 0.2 0.12 56 79 P40 0_6 043 _3 56 57

P18 P22 0 19 0 17 0.17 56 74 P41(建 物2 Pl) 0 5呂 046 「j6 32

P19 P13 0 28 56_2 P42(建 物2P2) P35 0^ら 0ヽ 5 56 19

P20 P14 0 55 04 0 23 55 P43 0 32 56 32

P21 P19 0 33 0 16 0_24 0 43 0 43 0.28 56.12
P22 P20 0 28 9 01 .09 z rt P34 0 45 041 0.35
P23 P24 7 013 76 P46(律 物2 Pf P32 0 49 04「l 0.25 56 39

第 4表 西 I遺跡 A-3区 掘立柱建物 1計測表

規模 (m) 桁行 2間 ×梁間 1間 (3.17× 14)面 積4.44〆

柱間距離
(m)

Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P2-P5
1.55 1.62 1.4 1.62

第 5表 西 I遺跡 A-2区 掘立桂建物 2計測表

規模 (m) 桁行 2間 ×梁間 1間 (4.34× 2.1)面積 9.114苗

柱間距離

(m)

Pl― P2 P2-P3 P4-P5 P5-P6 Pl― P4 P2-P5 P3-P6
1,92 2

ω
ユ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
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∞
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0                                   20m

第 7図 西 I遺跡 A区 区割図 (S=1/400)

A-3区
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段状遺構1土層名

」.表土 〔暗責掲色土層〕
2.暗橙褐色土層 〔地山流土で木炭・土器片を含む〕

盈壌蘊監評脇第露鏃 鞣ヽ焼艶舒倒
5.lL山 〔赤褐色土層〕
6.淡茶褐色土層 〔やや軟賞〕
7.赤掲色土層 〔地山流土〕
8.浚橙掲色上層B

⑬ 25

◇、
b

②lo

第 8図 西 1遺跡 A-3区 段状遺構 1東側 。掘立桂建物 1実測図 (S=1/60)
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H=5700m
C

段状遺構1土層名

1.暗責掲色土層A〔 シルト質で木炭・土器片を含む〕
2.暗灰色炭混土層 〔木炭・土器片を多く含む〕
3.暗黄褐色土層B〔 1層より色調が明るく粒子が粗い〕
4.晴黄褐色土層C〔地山流土〕
5.暗褐色土層 〔木炭・土器片を含む〕
6!暗責掲色土層D(4層 と同質だがしまりがゆるい〕
7.灰褐色土層A〔軟質で若干粘性をもつ〕
8.灰褐色土層B〔7層 より軟質〕
9.淡橙褐色土層 〔地山〕
10.淡茶褐色土層A〔やや軟質〕
11.淡赤茶掲色土層 〔地山流土)

12.淡茶褐色土層B〔 10層 より粒子が大きい〕

H=5700m

A

01 01

a

Ｂ
】F

―
b f

４。湘Ｃ
一

Cll

Ｃヽ一，こ〇〇卜囀‐‐‐上‐．中

→

e

段状遺構 1西側・掘立柱建物 2実測図 (S-1/60)

１
１
，
Ｌ

第 9図 西 I遺跡 A-2区
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段状遺構 1

段状遺構 1の確認床面は標高56.50～ 56。 90mである。段の掘削は地形に影響されているため、遺

構の軸線は N-71° 一W、 規模は調査区の東端から西北西に向かって22mの長さを持つ。背後には

排水溝が巡っているが、掘立柱建物 2ま では排水溝がおよんでいない。幅については、段状遺構の

床面から斜面に移 り変わる明確な傾斜変換点を求めることが困難なため、明示し難いが約 4m程度

と考えられる。

段状遺構 1は排水溝の形状から3ブロック程度の空間に分かれるが、東端の掘立柱建物 1付近で

は背後を全長5。 4mの排水溝が掘削されている。また、その西側に連接 して長さ7.6mの排水溝があ

るが、その前面には明確な建物痕跡は確認できなかった。

掘立柱建物 1

段状遺構 1内 の東端に立地する桁行 2間 ×梁間 1間の小規模な掘立柱建物跡である。建物の軸線

は N-77° 一Wであり、段状遺構のカットラインと平行になっている。柱穴土層断面の観察からも

柱痕は確認できないため、建物廃絶時に柱 も抜かれているものと考えられる。遺構確認面での柱穴

掘形は不整円形であり、地山の岩盤を掘削 して掘 り込んでいる。

掘立柱建物 1周辺では遺物の出土量が少なく (第 18表 )、 廃絶時に片付けが行われた可能性が高

い。須恵器杯蓋型式は出雲 4期である①。

掘立柱建物 2

段状遺構 1の西端に立地する桁行 2間 ×梁間 1間の小規模な掘立柱建物跡である。建物の軸線は

N-83° ―Wである。建物の背後には地山のカットが及んでおらず、排水溝 も付帯 していない。遺

構確認面での柱穴掘形は不整円形・略円形であり、堆積土中に柱穴を掘 り込み、岩盤までは達 して

いない。柱穴確認面では柱痕は確認できなかったが、P5では土層断面で柱痕跡が確認された。そ

の他の柱穴では柱痕が確認できなかった。

掘立柱建物 2周辺では比較的遺物量が多 く (第 17表 )、 三輪玉や金属製品なども残されていたこ

とから、建物廃絶時には道具類は放置された可能性が考えられる。また、移動式篭・土師器甕など

煮沸具も多 く出土 していることから、掘立柱建物 2付近で炊飯行為が行われたと考えられる。

段状遺構 1(掘立柱建物 1・ 2)の遺物

須恵器は杯蓋・杯身・高杯・小型壷・提瓶・大甕などが出上 してお り、いずれも出雲 4・ 5期 に

比定されるものである。上師器も移動式竃・甑・甕などの煮沸具以外に、高杯・椀など供膳形態の

上器が出土 している。

また、手捏ね土器や赤彩の施された土師器の高杯・椀・甕なども確認されてお り、祭祀的な一面

も認められる。

掘立柱建物 2東から発見された水晶製三輪玉は、東出雲町島田池 1区 2号横穴墓②、玉作遺跡で

ある玉湯町平床 Ⅱ遺跡0、
同町堂床遺跡④、松江市福富 I遺跡0な ど県内でも5遺跡■例目となる

もので、一般的な集落遺跡からの出土は県内では初例 といえる。当初から単品で保有されていたも

のか不明であるが、玉類の所有層を検討する上でも貴重な資料といえよう。

段状遺構 1西端からは鍛冶操業に起因すると考えられる椀形津が 1点確認されているが、鍛冶炉

と考えられる被熱土坑などは周辺で確認されておらず、他に鉄淳や炉壁なども未発見のため、段状

遺構 1で鍛冶操業が行われた可能性はにわかに首肯できない。
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アミ掛け部分は赤彩

,       9

0                  10cm

0            5cm
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第12図 西 I遺跡 A区 段状遺構 1下方包含層出土遺物実測図 (S=土器 1/4・ 鉄製品1/3)

第 6表 西 I遺跡 A-3区 段状遺構 1掘立柱建物 1付近出土遺物観察表

第 7表 西 I遺跡 A区 段状遺構 1中央部出土遺物観察表 (太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

第 8表 西 I遺跡 A-2区 段状遺構 1掘立柱建物 2付近出土遺物観察表

挿図番号 器 種
寸法 (cn)

土 焼 成 調 整 色  調 残存度 備  考
器 嵩 口径 底径

10図 -1 器
Ａ

恵
蓋

須
杯 残 高

34

密 (l lla以 下の長石等 を
含む)

良好 体部 :回転 ヨコナデ
天丼部 :回転ヘラケズ リ

内 断面 :淡灰色
外面 :黒灰色～淡

灰色

1/5 出雲 4期
TK209

10図 -2 土師器
単純口縁甕

残 高

37
やや粗 (15m以 下の 石
英 長石 を含む)

やや良好 口縁部 :ヨ ヨナデ

内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ
内面 :淡灰褐色
外 断面 :淡褐色

回縁部1/6

10図 -3 土師器
高杯

残 高
22

や や 粗 (2面 以 下 の 石
英 長石等 を多 く含む )

やや不良 全体的に磨減が激しく調整不明
脚部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズ

リ?

色

翰弾
晰
血

内
外

脚端都1/5

挿図番号 器 種
法 (cm)

胎 土 焼 成 調 整 色  調 残存度 備  考
器 高 口径 底径

10図 -4 須恵器
杯蓋 A4

■ 5

普通 (2m以下の長石等
を含む)

良好 天丼部 :丁寧な回転ヘラケズリ
天丼部内面 :回転ヨコナデ後、不

定方向ナデ
体部 :回転ヨコナデ

内 断面 :淡灰色
外面 :明灰色

出雲 4期
TK209
器壁が厚

10図 -5 須恵器
杯蓋 A4

残高
25

密 (l nlt11以 下の長石等を
含む)

良好 天丼部 :浅 くて雑な回転ヘラケズ
リ

天丼部内面 :回転 ヨコナデ後、不
定方向ナデ

体部 :回転 ヨコナデ

色
色
色

灰
灰
灰

明
暗
淡

面
面
面

内
外
断

天丼部V4 期４

０９躍
ＴＫ２

ユ0図 -6 須恵器
杯身 A4 残 高

密 (0 5ma以 下 の長石等
を合む)

良好 部
面

体
外

回転 ヨヨナデ

別個体の溶着あ り

面
面
面

内
外
断

淡灰色
淡褐灰色
灰白色

回縁部1/5 期４

０９燿
ＴＫ２

Ю図-7 須恵器
杯身 A4

残 高
33 15 8 密 (l nta以 下の長石等 を

含む )

良好 日縁部 :回転 ヨコナデ 全面 :淡青灰色 日縁部1/6 期４

０９燿
ＴＫ２

10図 -8 器
Ａ

恵
杯

須
高

残 高

55
普通 (1 5mm以 下の石英
長石 黒色粒 を含む)

不 良 杯部下位 :回転ヘラケズ リ
体部 :回転 ヨヨナデ

全面 :灰 自色 杯底部

10図 -9 土師器
単純日縁甕

残 高 やや密 (l nal以 下の石英
長石 金雲母を含む)

やや良好 日縁部 :ヨ ヨナデ
1同 部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ 色帥翰

匝
斯

内
外

回縁都1/6

10図 -10 土師器
単純日縁甕

残 高

54

粗 (3 nIIn以 下の石英 長
石等を多く含む)

普通
面
面

部
外
内

縁
部
部

日
胴
胴

コナデ
磨減のため調整不明
ヨコ方向のヘラケズリ

全 面 :淡赤褐色 回縁部1/5

10図 -11 土師器
須恵器模倣
高杯

残 高
普通 (1 5ar以 下の石英
長石 黒色粒 赤色粒 を

含む)

良好

デ

リ
　
ナ

ズ

デ

コ

ケ
ナ

ヨ

ラ

コ
予駆

ヘ
ヨ
回

転
転

‥

回
回
面

‥
‥
内

部
部
部

体
脚
体

内 外面 :明褐色
断面 :淡褐色

縁日
損欠

端
は

脚
部

Ю図-12 土師器
手捏ね土器 復元

29 36

やや粗 (151111以 下 の石
英 長石等 を含む )

やや良好 外面 ‥
デ

近
ナ

付

る
デ

部
よ
ナ

縁
に
ビ

日
頭

ユ

指頭圧痕と指

内面

内面
外面

断面

暗褐色
暗褐色～橙
褐色
茶褐色

(太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器  種
寸法 (cm)

土 焼  成 調 整 色   調 残存度 備  考
器 高 口径 底径

10図 -13 須恵器
杯蓋 A4

密 (0 5da以 下 の石英等
を含む)

良好 天丼部 :回転ヘラケズ リ
内面天丼部 :回転 ヨヨナデ後、不

定方向ナデ

体部 :回転 ヨコナデ

内
外面

色
淡

灰

ヽ

明
色
色

灰
灰

面
淡
青

断

‥
3/4 出雲 4期

TK209

Ю図 -14 須恵器
高杯 B4 残高

11 2
緻密 (0 5mm以 下 の長 石
を含む)

良好 体部内面 :回転 ヨコナデ後、不定
方向ナデ

脚都 :回転 ヨヨナデ

色灰

醐腕
晰
融

内
外

脚部1/2 出雲 5期
TK217

10図 -15 土師器
単純回縁奏

残 高

48 17 5
粗 (3 ma以 下の石英 長
石等を多く含む)

普通 ‥
面
面

部
外
内

縁
部
部

口
胴
胴

ヨヨナデ
:磨減のため調整不明
:ヨ コ方向のヘラケズリ

内 断面 :淡茶褐色
外面 :淡赤褐色

回縁部1/6

10図 -16 土師器
単純日縁甕

残 高
やや粗 (2 ndI以下の石英
長石 金雲母を多 く含
む)

やや良好 口縁部 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

全面 :淡掲色 口縁部ユ/6

10図 -17 土師器
高 tTN 残 高

普通 (151m以下の石英
長石 赤色粒等を多く合
む)

やや良好 体部内面 :磨減のため調整不明
杯部 脚部 :ヨ コナデ

脚部底面 :ヘ ラ状工具による粗い
ヨコ方向のケズ リ

面
面
面

内
外
豚

曙褐色
暗橙褐色
黒褐色

杯基部

-22-



第 9表 西 I遺跡 A-2区  段状遺構 1掘立桂建物 2付近出土石製品観察表

(太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 種 男」
寸法 (cm)

石 材 重  量 特 徴 色   調 残存度 備 考
全長 最大巾 高 さ

10図 -18 三輪玉 3 76 1.955 1.995 水 晶 2039宜 半透明 ほぼ茅形

第10表 西 I遺跡 A-2区 段状遺構 1掘立柱建物 2付近出土鉄製品観察表

挿図番号 種 男」
寸法 (cm)

残存度 備  考
全長 最大巾 高 さ

Ю図-19 不明鉄製品 残 長

第13表 西 I遺跡 A区 段状遺構 1西側出土銭貨観察表

挿図番号 種 男」
寸法 (cm)

残存度 備  考
銭径 内径

管永通常 1.75 年 形 新管 永

第16表 西 I遺跡 A-2・ 3区 中段包含層出土鉄製品観察表

挿図番号 器 種
寸法 (cm)

残存度 備 考
長 巾 厚

12図 -12 不明鉄製品 現長

52
推定
03

[/2?

第11表 西 I遺跡 A区 段状遺構 1西側出土遺物観察表 (太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器 種
寸法 (cm)

胎 土 焼 成 調 整 色  調 残存度 備  考
器 高 口径 底 径

10図 -20 土師器
単純口縁菱

残高
38

14 1
やや粗 (2m以 下の石英
長石等を多 く含む)

やや良好 日縁部 :ヨ コナデ肩部
内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ 色

色
褐
色

橙
灰
褐

淡
淡
淡

面
面
面

内
外
断

口縁部1れ

10図 -21 土師器
単純回縁斐 残 高

58

やや粗 (2 mn以 下の石英
長石等をやや多 く含む)

音通 口縁部 :ヨ ヨナデ
肩部 :や や強いヨヨナデ
胴部 :ナ デ ?
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

内面 :暗橙掲色
外面 :淡栓褐色
断面 :黒褐色～茶

褐色

日縁部1/2

10図 -22 土師器
単純日縁甕 残高

やや粗 (2m8以下の石英
長石 黒色粒 を多 く含
む)

普通 日縁部 :ヨ ヨナデ
肩部外面 :やや強い ヨコナデ
胴部 :6条 /cmの タテハケ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

内 断面 :淡茶褐色
外面 :淡橙褐色

口縁部4/5

10図 -23 器
抗

帥
彩

主
赤

やや組
長石

含む)

英
く

石
多

の
を

下
等

以
母

ｍ
雲

２
金

やや良好 回縁部 :ヨ コナデ

体部 :6条 /cmの ハケ調整
内面 :ナ デ ?

内 外面 :淡茶褐色
断面 :暗褐灰色

10図 -24 土師器
手捏ね土器

5
やや粗 (2m以 下の石英
長石等を含む)

やや良好 全面 :ユ ビナデ 全面 :淡橙掲色 完形

第12表 西 I遺跡 A区 段状遺構 1西側出土石器観察表

挿図番号 種 男」
寸法 (cn)

石   材 重  量 残存度 備  考
全 長 最大巾 厚 さ

10図 -25 凹基無茎
三角形鏃

1 55 1.62 0 黒曜石 067g 先端は欠損

第14表 西 I遺跡 A区 段状遺構 1西側出土鉄滓観察表

捧図番号 器 種
寸法 (cm)

塙 徴 残存度 備  考
幅 厚 さ

10図 -27 椀形津 62×83 メタル度な し

第15表 西 I遺跡 A-2・ 3区 段状遺構 1下方包含層出土遺物観察表 (太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器 種
寸法 (cm)

胎    土 娩  成 調 整 色   調 残存度 備  考
器 高 口径 底 径

12図 -1 須恵器
杯蓋 A4

■ 2 12.5

密 (l mm以 下の長石を含
む)

良好
不灘

リ
ナ

ス

コ

ケ

ヨ
　

デ

ラ
転

デ
ナ

ヘ
回
ナ

コ

転

‥
向

ヨ

回
部
方
転

‥
井
定
回

部
天
　

‥

井
面
　
部

天
内
　
体

内 断面 :淡青灰色
外面 :暗褐灰色

95% 出雲 4期
TK209

12図 -2 須恵器
杯蓋 A3a 推 定

密 (0.5mt以 下 の 長 石
石英を多 く含む)

良好 天丼部 :回転ヘラケズリ
天丼部内面 :回転 ヨコナデ後、不

定方向ナデ
体都 :回転 ヨコナデ

窒面 :淡灰色 出雲 3期
τK43

12図 -3 須悪器
杯身 A5

残 高 緻密 (0 5nIIn以 下の長石
をわずかに含む)

良好 体部 :回転 ヨコナデ

底面 :回転ヘ ラケズ リ
内 LFf面 :淡灰色
外面 :淡褐灰色

口縁部1/6 出雲 4期
TK209

12図 -4 器
壷

恵
型

須
小

残 高 密 (0 5am以 下の長石を
わずかに含む)

良好 体部 1回転ヨヨナデ 内 断面 :淡掲灰色
外面 :暗褐灰色

胴部1/6

12図 -5 須恵器
短頸壷 ? 残 高

110

やや粗 (4m以 下の長石
石英を多く含む)

良好緻密 外面上部 :8条 /cmの 回転カキメ
外面中部 :回転ヨコナデ
外面下部 :回転ヘラケズリ
内面 :回転ヨヨナデ

内面 :暗黄灰色
外面 :暗灰色～白

掲色
断面 :暗紫褐色

胴部3た

12図 -6 土師器
単純日縁箋

残 高

47 21 0
やや粗 (2m以 下の石英
長石 金雲母 黒色粒
を多 く含む)

やや不長 日縁部 :ヨ ヨナデ
肩部 :磨減のため調整不明 色

色

色
褐
褐

褐
橙
茶

茶
暗
淡

面
面
面

内
外
新

口縁都1/5

12図 -7 土師器
単純日縁甕

残 高

32
やや粗 (2 HJ以 下の石英
長石等を多 く合む)

普通 口縁部 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

全面 :淡赤褐色 口縁部1ん

12図 -8 土師器
甑

残高 やや粗 (1 5aI以 下の石
英 長石等を多く含む)

やや良好 日縁部 体部 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヘラケズリ後、ナデ調整

全面 :にぶい栓褐色 日縁部1/5

12図 -9 土師器
甑

やや粗 (2 aH以 下の石英
長石等 を多 く合む)

やや良好 全面 :ナ デ調整 内 外面 :淡橙褐色
断面 :淡 黄褐色

把手のみ

12図 -10 土師器
赤彩高杯

残 高
普通 (l FD4Ll以 下の石英
長石等 を含む)

やや良好 脚部 :ユ ビナデ

底部 :ヨ ヨナデ
脚部内面 :ユ ピオサエ

面
画
面

内
外
断

茶褐色
暗栓掲色
淡褐灰色

脚部1/5 外面赤彩

12図 -11 土師器
台付土器

残 高

57

やや粗 (381以下の石英
長石 赤色粒 を多 く含
む)

やや良好 全面 :ユ ビナデ、ユ ビオサエによ
り調整

内面 :淡橙褐色
外面 :橙褐色
断面 :淡黄褐色
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第17表 西 I遺跡 A-2区 段状遺構 1(掘立柱建物 2付近)出土遺物構成表

第20表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 2掘立柱建物 3計測表

種別 器 種 現 状 と 数

土師器

高 杯
字 形 軸 言K 杯 部 脚 都 回縁 端 部 脚端 部

赤彩高杯
完 形 4fH部 杯 言5 脚 部 回縁 功詰部 言K

l

甑
完 形 口縁 部 底 部 把 手 t一対 把 手 [片方 J

1 1

赤彩椀
字 形 口縁 部 1珍以 上 口縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下

2 2

赤彩甕
年 形 口緻 ぞb1/2以上 口縁 部 1/8以上 至電吉Ь1/8班火■

甕
□緻部1/2以 ト □綴郡1/Rtt r 棗 都 1/2以 ト 軍都 1海以 L 霊 部 1/9以下

2

移動式電
完 形 1/2,大 」L 基底 部

2

手捏ね土器
完 形 と/2売文JL 口縁 郡 1/8以上

l 1

須恵器

杯蓋
1/2以上 口縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下 天丼 部 稜 部

1 5 2 2 l

杯 身
1/2'大 L 口縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下 ,糞都

6 3

高杯
完 形 軸 詈馬 杯 甜 脚 吾К □縁 鈴 部 脚端 部

2

小型壷
完 形 1/2以 上 口縁 部 1/8以上 日稼 部 1/9以下

l

提瓶
完 形 1/2以 上 lん以上 上/9以下

l

大甕
字 形 1/2以 上 1/8以上 1/9以下

2

続 形 淫

争 不 朋 繰 梨

第18表 西 I遺跡 A-3区 段状遺構 1(掘立柱建物 1付近)出土遺物構成表

種 別 器 種 現 状 と 数 量

須恵器
杯蓋

1/2,大」二 口縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下 天 丼 部 稜 部

1

大養
年 形 1/2以上 1/8以 上 1/9以下

1

土師器

高杯
年 形 軸 部 脚 部 口縁 端 部 脚 端 部

1

奏
□花驚言К1/2以 

「
□縁 都 1/8以 ト 口縁 部 1/9以下 亜 部 1/2以上 鯛そb1/も以上 甍部 1/9以下

ユ 3

椀
1/2以上 口稼 部 V8以上 口稼 部 1/9以下

2

赤彩椀
完 形 1/2以上 口縁 音b1/8,大」ヒ 口縁 部 1/9以下

1

甑
年 形 口縁 部 底 部 把 手 〔片 方 〕 月同言Б

l

第19表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 2ビ ット計測表

ビ ッ ト名 湿イ圭(m, 沫 さ(m) 底面標 高 (m (m

Pl 0.49 0.47 0.41 56.24 0_1

0.47 0.42 0.22 56.07 P12 07 0 22

0.56 0.41 56.29 P13 0_2「J 0 l

Pl 0.49 0.31 0.31 56.32 P14 PR 0.26 0 5 56 34

P7 0,36 0.35 0.12 56.29 P15 P15 0.32 0.26 0. 5 56.4ユ

0,34 0.29 0,08 56.42 P16 Pll 0.22 0.17 0. 5 56.2

0 32 0.27 0.08 56.18 P17 P12 0.25 0.21 0 4 56.18

0 28 0.24 0.14 56.36 P18 P16 0 19 0.18 0 05 56.3

0 25 0.23 0.13 56.33 P± 9 PX3 03ユ 0.22 0.2 56.19

0 28 0.28 0.17 56.38 P20 P14 0.28 0.12 56.47

規 模 (m) 桁行 2間 ×梁間 1間 (3.61× 1,77)面積 6.39だ

柱間距離
(m)

Pl― P3 P3-P4 Pl―P2
1.83 1.78 1.77
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段状遺構2土層名

1.暗責褐色土層 〔軟質で土器・木炭を含む〕
2.淡掲色ブロック混土層 〔地山ブロックを含む〕
3.暗褐色土層 〔1層に似るがやや硬質〕
4.地山 〔橙掲色土層〕
S.淡茶掲色粘質土眉
6.淡赤茶掲色土層

第13図 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 2・ 掘立柱建物 3実測図 (S-1/60)



は )

へ  倉  ~

=三 ======三 ===三 =r======こ ==]

マ
7

の
8

10cm

―◎―
鬱

9

第14図 西 I遺跡 A区 段状遺構 2出土遺物実測図 (S=土器 1/4・ 石製品2/3)

段状遺構 2

段状遺構 2は標高57.8m付近から掘削され、標高56。 6m付近に床面 レベルを持つもので、会長

10。 lm、 幅5。 9mの規模を持つ。軸線は自然地形に規制され N-51° ―Wと なっている。段状遺構

の平面形は略二等辺三角形を呈 し、北西側は狭 くなってお り、下方は急斜面となっている。

掘立柱建物 3

段状遺構 2内の中央壁際に立地する桁行 2間 ×梁間 1間の掘立柱建物跡である。建物の軸線はN

-50° ―Wであり、段状遺構のカットラインとほぼ平行になっている。柱穴土層断面の観察からも

0          2 5cm

一ジ
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第15図 西 I遺跡A区 段状遺構 2遺物出土状況図 (S-1/20。 土器1/6。 石製品1/1)

柱痕は確認できないため、建物廃絶時に柱 も抜かれているものと考えられる。遺構確認面での柱穴

掘形は不整円形、略円形であり、地山の岩盤を掘削して掘 り込んでいる。壁際には排水溝が巡って

いるが掘立柱建物 3の背面では浅 く、痕跡的な溝 となっている。

掘立柱建物 3周辺では建物の外側南東付近に遣物が集中してお り、原位置を保つ移動式竃 (第 14

図-1)の 周辺に土器類が偏在 していた。



∪
‐

0                  10cm

Э                       5cm

第16図 西 I遺跡 A区 段状遺構 2周辺出土遺物実測図 (S=土器 1/4・ 石製品2/3)

第21表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 2出土遺物観察表 伏字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器 種
寸法 (em)

胎 土 焼 成 調 整 色  調 残存度 備  考

器 高 口径 底 径

14図 -1 土師器
移動式籠 301 2,5 284

やや粗 (3 anl以下の石英
長石等を多 く含む)

普通

明
ズ

不
ケ

整

ラ
調

ヘ

明
め

の

不
た
向

デ
め

の
方

ナ
た
滅

コ

コ
の
磨

ヨ

ヨ
減

‥
‥

‥
磨
半
半

部
　
上
下

縁
面
面
面

日
外
内
内

全面 :淡栓褐色

14図 -2 須恵器
低脚無蓋高
杯 A4 136 102

密 (1剛 以下の長石 石
英を含む)

良好 体部 :回転ヨヨナデ 内面 :淡灰色
外面 :濃灰色
断面 :淡灰色～暗

鏃IR“

1/3 期４

０９解
ＴＫ２

14図 -3 土師器
手 t4Bね 上器

やや粗 (2m以 下の石英
長石等 を含む)

普通 外面 :ユ ビナデ 内 タト面 :淡褐色
断面 :白 褐色

14図 -4 土師器
手捏ね土器

復元 復元
48

普通 (1 51Ld以 下の石英
長石を含む)

普 通 外面 :全体的にユビナデ
褐黄

色
淡

灰

‥

暗
面
色

‥
断

面内
外

14図 -5 土師器
単純日縁斐

残 高
41

やや粗 (1 5mm以 下の石
英 長石等を多 く含む)

良好 日縁部 :回転 ヨコナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ 褐

色
灰

褐
淡

橙

‥

淡
面
色

‥
断

面内
外

回縁部1/8

14図 -6 土師器
単純日縁箋

残高

39
やや粗 (3m以 下の石英
長石等を多 く含む)

普 通 回縁部 :ヨ コナデ
内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

全面 :淡黄褐色 日縁部1海

14図 -7 土師器
単純口縁甕

残 高

35

や や 粗 (2 mm以 下 の 石
英 長石 赤色粒 を多 く
合む)

やや良好 口縁部 :ヨ ヨナデ

胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ
内 断面 :淡黄褐

色
:淡橙褐色外面

回縁部1/8

14図 -8 土師器
甑

粗 (2m以 下の石英 長
石等 を多 く合む)

やや良好 外面 :ユ ビナデ
内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

全面 :淡橙褐色 把手のみ

第22表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 2出土石器観察表

捧図番号 器 種
寸法 (cm)

石材 奎量 色調 残存度 備  考
最大巾 孔径 最大厚

14図 -9 臼玉 0 015 0 025 滑石 ? 0 13 淡褐灰色 完形
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第23表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 2及 び周辺出土遺物構成表

種 別 器 種 現 状 と 数 旦
星

土師器

甑
完 形 口縁 部 底 部 把手 〔一対〕 IBtt L片 方」

l

養
年 形 口縁 部 1/2以上 E]胞柔喜Б1/8,大 ト 口縁 部 1/9以下

2 3

赤彩甕
年 形 □緻辞

`1/2以
「 口稼 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下

2

甕 〔周辺上〕
完形 口縁 部 1/2以上 口縁 部 X/8以上 口縁 部 1/9以下 姿目部1/8'大 _ヒ 頭部1/9以下

5

甕 〔周辺下〕
完 形 口縁 部 1/2以上 口縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下 頚部1/8以上 頚部 1/9以下

6 4

高杯
完 形 杯 部 脚 部 軸部 口稼 部 脚 端 部

l

赤彩高杯
字 形 杯 部 脚 認 勲詈Б 口縁 部 脚 端 部

1

移動式竃
年 形 1/2以上 丞底 部

l 2

手捏ね土器
元 形 1/2以上 1/2以 下

2 2 5

須恵器

杯蓋
1/2以上 口縁 郡 1ん以上 口縁 部 1/9以下 天 丼 部 稜詈怪

1

高杯
完 形 杯 部 脚 部 軸部 口縁 部 脚 端 部

l l

小型壺
年 形 口縁 部 1/8以「 口縁部1/9以下

玉類 臼 下

石 器 スクレイパー

第24表 西 I遺跡 A-1区 上 。中段包含層出土遺物観察表 (太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器 種
法 (cm)

土 娩 成 調 整 色  調 残存度 備  考
器高 口径 底径

16図 -1 須恵器
杯蓋 A4 残 高

密 (l IIn以 下の長石 石
英 を含む )

良婿 天丼部 :回転ヘラケズリ
体部 :回転 ヨコナデ
天丼部内面 :回転 ヨコナデ後、不

定方向ナデ

色
色
色

灰
灰
灰

暗
濃
淡

面
面
面

内
外
断

天丼部1た 期４

０９躍
ＴＫ２

16図 -2 須恵器
杯身 A4 残高 105

密 (05硼以 下 の 長 石
黒色粒 を含む )

良好 底面 :回転ヘラケズリ。中′とヽも削る
体部 :回転ヨコナデ
底部内面 :回転ヨコナデ後、不定

方向ナデ

内 外面 :濃灰色
断面 :淡灰色

1/6 出雲 4期
TK209

16図 -3 須恵器
短頸直日壷

残高
や や 密 (2 nwl以 下 の 石
英 長石を含む)

良好 回縁部 :回転 ヨコナデ
外面 :10条 /cmの 回転 カキメ

内面 :淡褐灰色
外面 :暗褐灰色
断面 :暗灰色

上半部 1/4

16図 -4 器
７

恵
Ａ

須
臨 残高

密 (2 nnl以 下の石英 長
石を含む)

普通 体部 :回転 ヨコナデ 面
面
面

内
外
断

淡褐灰色
淡灰色
淡茶灰色

2/5 出雲 5期
TK217

16図 -5 須恵器
長脚無蓋
高杯 ?

残 高 定

１６

推 密 (l mm以 下の長石 石
英を含む )

良好堅緻 体部 日縁部 :回転 ヨコナデ 内面 :暗青灰色
外面 :黒灰色
断面 :暗紫褐色

日縁部1/8

16図 -6 土師器
単純日縁奏

残 高 178
普通 (2蜘 以 下の石 英
長石等 を含む)

普 通 日縁部 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヘ ラケズ リ

内面 :暗茶褐色
外面 :暗灰褐色
断面 :黒茶褐色

口縁部1/6

16図 -7 土師器
単純口縁斐

残 高 粗 (2 5md以 下の石英 長
石 黒色粒 を多 く含む)

普 通 口縁部 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

内面 :暗褐色
外 断面 :灰褐色

口縁部1ん

16図 -8 土師器
単純日縁巽

残高 147
やや粗 (1 5drr以 下の石
英 長石を多く含む)

やや良好 回縁部 :ヨ コナデ

肩部 :磨減のため調整不明
肩部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

色
色

色
褐
褐

褐
灰
茶

淡
淡
淡

面
面
面

内
外
断

口縁部1/5

16図 -9 土師器
単純回縁箋

残高 粗 (2翫 m以 下 の石 英 長
石 黒色粒 を多 く含む )

良好 日縁部 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

内面 :淡黄褐色
外 断面 :淡赤褐色

回縁部1/8

16図 -10 土師器
単純日縁斐

残高
30 11 1

やや粗 (2 nd以 下の石英
長石 黒色粒 を多 く含
む)

良好 日縁部 :ユ ビナデ

胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ
内 外面 :淡橙褐色
断面 :淡黄掲色

日縁部1/5

16図 -11 土師器
鉢

残 高 167
やや粗 (2酬 以下の石英
長石 黒色粒を多 く含
む)

普通 口縁都 :ヨ ヨナデ
内面 :ヘ ラケズ リ後、ナデ ?

内 外面 :淡茶褐色
断面 :黒褐色

ユ泡

16図 -12 土師器
高杯

残 高
粗 (2 mal以下の石英 長
石 黒色粒 を多量 に合
む)

普通 杯部内面 :磨減のため不明
脚部 :ユ どナデ

脚部内面 :磨滅のため不明

全面 :淡褐色 脚基部

ユ6図 -13 土師器
手握ね土器

やや粗 (2 ndI以 下の石英
長石等 を含む )

やや良好 全体的にユ ビナデ 内 断面 :淡灰褐色
外面 :淡橙褐色

1/3

16図 -14 土師器
手捏ね土器

普通 (1 51fm以 下の石英
長石を含む)

やや良好 全体的にユ ビナデ 内面 :淡褐色
外面 :淡橙褐色

ほぼ完形

16図 -15 土師器
手捏ね土器

やや粗 (1 5mm以 下 の石
英 長石 を含む)

普通 全体的にユ ビナデ 全面 :淡橙褐色 1/2

第25表 西 I遺跡 A-1区 上 。中段包含層出土石器観察表

挿図番号 器 種
寸法 (cm)

石 材 重  量 色   調 残存度 備  考
長 巾 厚

16図 -16 剥片 66 チャート? 4875宮 暗灰色 完形

段状遺構 2の遺物

段状遺構 2の東南部にほぼ原位置で土圧により破損 していた移動式亀のほか、遺構外ではあるが

段状遺構 2の東南側にはこれ以外にも2個体の移動式竃の存在が確認され、この場で煮沸行為がな

されたことが想定できる (第39図 )。
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甕、甑など煮沸具は一定量見られるが、細片化していた。また、段状遺構 2の遺構内に限れば須

恵器の杯身・杯蓋が存在しないことからも、建物の廃絶・移転時に片付けられたことも考えられ

る。臼玉は移動式竃の破片に付着した状態で取り上げており、室内での泥落とし作業の際に1個体

を確認したものである。

また、段状遺構2と その周辺では、A-1区内でも特に手捏ね土器が 6個体と集中して出土する

ことが特徴として挙げられる。

これらの遺物から段状遺構 2の廃絶時期は出雲 5期 を下らないものと考えられる。

段状遺構 3

段状遺構 3は新・古 2段階の時期が確認され、造り替えが行われている。

段状遺構 3古段階

段状遺構 3古段階の平面形は細長い三角形状を呈しており、西側は床面幅3.3mの規模を持つが、

東端は狭小となっている。段状遺構の全長は9。 35m、 床面での全長は9。 2mであり、壁際には排水

溝の痕跡は見られない。段状遺構内にピットは■個確認されたがヽ規則的な配列は見られず掘立柱

建物の復元は困難である。簡易な構造の建築物が存在した可能性がある。

段状遺構 3古段階の遺物

古段階の遺構面には遺物が少量しか残存しておらず、段状遺構 3新段階への造り替えの際に、移

動・撤去されたものと考えられる。段状遺構 3古段階に伴う遣物として特異なものとして、鎌が出

土している。

段状遺構 3新段階

段状遺構 3新段階の遺構は古段階の遺構を埋めたのち、その西側コーナー部に一部重複する形で

西側に位置をずらして設けられている。壁際には長さ4.27m、 幅1.36m、 深さ0.65mの若干湾曲す

る排水溝を設けている。他の段状遺構と比較して排水溝がやや大きく造られていることが特徴とい

える。床面全長は4m、 床面幅は4.15mである。遺構内には6個のピットを確認したが規則的な配

列は見られずやはり掘立柱建物の復元は困難である。

新段階の遺構床面からは細片の遺物しか出土していないが、排水溝内からは遣存状態の良好な土

器が出上している。

段状遺構 3新段階の遺物

段状遺構 3新段階の遺構面からは上述のとおり、遺存状態の良い遺物が出上している。土師器は

甕・甑など煮沸具があるほか、椀・赤彩高杯・手捏ね土器など供膳形態のものも存在する。しか

し、須恵器は杯蓋が 1個体のみ存在しており、須恵器の占める比率は7。 70/0ほ どである (第32表 )。

遺物の出土状況が排水溝に偏在していることから、このセット関係が当初のものかどうか疑わしい

が、やや特異な状況といえる。

第26表 西 I這跡 A-2・ 3区 段状遺構 3ビ ット計測表

ピ ッ 卜名 旧番 号 長 fX■ (mリ 足イ壺(m′ (m 高 (m) ピッ ト名 旧番 号 長で生(m, 短径 (m)

Pl P10 P7 0.22 53 3

P2 P15 Pll P8 0.27 44

P3 P14 P10 路

P4 Pユ 0.27 53.55 Pll 0.22 53 55

P5 P2 0.22 53.31 P12 0,22

P3 0.25 P9 53.44

7 P4 53.49 P17 0.24 0.22 53.66

P5 53.48 P13 0.22

P P6 53.42 P18
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第18図 西 I遺跡 A-2・ 3区 段状遺構 3出土遺物実測図 (S=土器 1/4・ 石製品2/3・ 鉄製品1/3)

第27表 西 I遺跡 A-2・ 3区 段状遺構 3古段階出土遺物観察表 (太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

第28表 西 I遺跡 A-2・ 3区 段状遺構 3古段階出土鉄製品観察表

拝図番号 器  種
寸法 (cn)

残存度 備  考
長 刃部長 刃 巾

18図 -3 錬 現存
11 7

現存
116 23

挿図番号 器 種
寸法 にm)

胎   土 焼  成 調      整 色   調 残存度 備  考
器高 口径 底 径

18図 -1 須恵器
杯身 A5

残 高 129 やや 密 (ln」 H以 下 の 長
石 石英 を含む )

良好 体部 :回転 ヨコナデ
色

色
灰

灰
淡

紫

‥

淡
面

‥
断

面外
内

口縁部1/8 期４

０９躍
ＴＫ２

18図 -2
巽縁

器

口

師
純

土
単

残 高 やや粗 (2 am以 下 の長
石 石英を多 く含む)

やや良好 口縁部 :ヨ コナデ
肩部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズ リ

全面 :淡褐色 回縁部1/6
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第29表 西 I遺跡 A-2・ 3区 段状遺構 3新段階出土遺物観察表 (太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

第30表 西 I遺跡 A-2・ 3区 段状遺構 3出土石器観察表 (太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器  種
寸 法 (em)

石 材 重  量 備  考
長 市 厚

18図 -13 スクレイパー 夕.52 安山岩 27 59g

18図 -14 剥 片 黒曜石 029質

挿図番号 器 種
寸法 (em)

土 焼 成 調 整 色  調 残存度 備  考
器 高 口径 底径

18図 -4 須恵器
杯蓋 A3a 13 1

密 (0541以 下 の長 石 を
含む)

良好緻密 天丼部 :回転ヘラケズ リ
体都 :回転 ヨコナデ

面
面
面

内
外
断

暗青灰色
濃灰色
暗紫褐色

出雲 3期
T馳 3

18図 -5 土師器
単純日縁箋

残 高
やや粗 (3 arr以下の石英
長石を多 く含む)

やや不良 回縁部 :ヨ ヨナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

内 タト面 :暗橙褐
色

断面 :黒褐色

回縁部1/3

18図 -6 土師器
赤彩甕 残高

116 122
普通 (2D」 以下 の長 石・

石英 金雲母を合む)

やや不良 口縁都 :ヨ コナデ
胴都 :磨減のため不明
胴部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズ

リ?

全面 :淡橙褐色 上半部1/3 び
面

及
内

面
縁
彩

外

口
赤

18図 -7 土師器
単純日縁甕

推 定
1■ 1

普通 (2E」 I以 下の石英
長石を多 く含む)

やや良好 胴部内面上～中位 :斜め方向のヘ

ラケズリ
胴部外面 :6条 /cmの ハケ調整
中位～下位 :ヨ コハケが中心
上半部 :タ テハケが中′よ
底都外面 :ナ デ
胴部底面 :ユ ビナデ

全面 :淡褐色

18図 -8 土師器
甑 残高

110 280
やや粗 (3剛 以下の石英
長石 赤色粒等 を多 く

含む )

良好 日縁部 :ヨ コナデ

体部 :タ テハケを施 した後、ナデ
消 し

胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

内 外面 :橙褐色
断面 :黄橙褐色

上半部1/2

18図 -9 土師器
甑 残 高

やや粗 (31m以下の石英
長石 黒色粒等 をやや

多 く合む)

やや良好 面
面
　
部

外
内
　
底

調整不明
部分的にタテ方向のヘラケ
ズ 1,

ヨコナデ

内面 :淡茶掲色
外面 :灰褐色
断面 :淡黄掲色

底部1/4

18図 -10 土師器
手捏ね土器

復 元
やや密 (1 5HH以 下の長
石 石英を含む)

普 通 全面的にユ ビナデ 内面 :橙褐色
外面 :淡橙褐色
断面 :淡灰褐色

18図 ―■ 土師器
高杯 (赤彩 )

残 高
やや粗 (3 tal以下の石英
長石 赤色粒 を多 く含
む)

普通 脚部上半部 :ナデ
下半部 :8条 /cmの タテハケ

内面 :暗栓褐色
外面 :暗赤褐色
断面 :暗茶褐色

脚基部 外面赤彩

18図 -12 土師器
椀 &7

粗 (3m以 下の石英 長
石 金雲母等 を多 く含
む)

普 通 面
面

外
内

全体的にユビナデ
顕著なユビナデ

全面 :淡茶褐色 完 形

第31表 西 I遺跡 A-2・ 3区 段状遺構 3古段階出土遺物構成表

種 別 器 種 現 状 と 数 旦
皇

土師器

甑
年 形 口綴 部 底 部 相 手 「片方 ]

奏
完 形 口稼 部 1/2以上 口緻那1/8以

「
□綴 吾低1/9以下 蜆 吾Б1/R以 

「
鼈 部 1/9以下

l 2 4

鉢
完 形 1/2以 上 口縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下

l

高杯
第 形 杯 部 脚 部 軸 部 口縁 部 脚 端 部

l

赤彩高杯
字 形 脚 都 軸 部 口縁 著[ 脚 端 部

ユ

須恵器

杯身
/2以 r 回縁 訂

`1/8以
r 口縁 部 1/9以下 底 部

杯蓋
1/2以上 口縁 部 1/8以上 口稼 部 1/9以下 天 丼 蔀 稜 部

2 l l

横瓶
破 片

l

遜
年 形 1/2以 上 E]府衰音Ь1/8"大 」二

ユ

第32表 西 I遺跡 A-2・ 3区 段状遺構 3新段階出土遺物構成表

種 別 器 種 現 状 と 数 旦
里

土師器

椀
年 形 □縁 都 1/2以 [

赤彩高杯
元 形 杯 部 脚 蔀 軸 都 ロネ災帝L 関 玲 辞

`

甑
完 形 口縁 部 底 部 把 手 t片方 J

1 2

手捏ね土器
第 形 口縁 部 1カ以 上 口縁 部 1/8以上

1

赤彩甕
年 形 口縁 部 lD以上 口縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下

1

奏
元 形 口稼 部 1/2以上 □綴 部 1/8以 L 口縁 部 1/9以下

1

須恵器
杯蓋

1/2上大」L 口縁 部 1/8以上 口稼 部 1/9以下 天 丼 郡 稜 部

1
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段状遺構 4

段状遺構 4の平面形は谷側の辺の長い台形状を呈 してお り、西側の床面幅は4.05mの 規模を持つ

が、東端は狭小 となり細 く収まっている。軸線は自然地形に従って、ほほ座標の北に向いている。

段状遺構の床面全長は7.3mである。段状遺構内にピットは11個確認されたが、いずれも小規模な

もので規則的な配列は見られず、掘立柱建物の復元は困難である。また、段状遺構に隣接 して 6個

のピットも検出しているが、その性格は判然としない。これらのピットの存在から簡易な構造の建

築物が存在 した可能性を考えたい。排水溝は壁際南西部には存在するが、東側では痕跡が確認でき

なかった。また、段状遺構 4は掘削の際に、壁側1/2の範囲を床面より深 く、標高53.2m付 近まで

掘 り下げた後、改めて整地土を入れて標高53.5m付近に床面を整形している様子が確認できた。

段状遺構 5と の先後関係は土層では確認できていないが、土器型式では段状遺構 4が新 しい。ま

た、段状遺構 5は上方に存在する段状遺構 2に起源を持つと思われる暗掲色土が床面に堆積 してい

るが、段状遺構 4ではその影響を受けない暗責褐色上が堆積 している。このため、段状遺構 5の廃

絶後、段状遺構 4に家屋移転 しているものと考えられる。

段状遺構 4の遺物

この遺構内では甕・甑・移動式竃などの煮沸具や須恵器の高杯・杯、土師器の高杯 。手捏ね土器

など一定量の遺物が確認されたが、いずれも床面よりやや浮いた破片の状態での出土であり、上方

からの転落品が含まれている可能性が高い。

辱
E112

10

o                  locm         0            5cm
崇

第20図 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 4出土遺物実測図 (S=土器 1/4・ 鉄製品1/3)

第33表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 4ビ ット計測表

ピッ ト名 旧番 号 長径 (m) 短径 (m) 深 さ (m) 重面標 高 (m) ピ ッ ト名 旧番 号 長イ奎(m, 巴イ全(m′ 床 o(m, 匠面標 高 (m
P40 0 25 0 22 54.34

52.95

P41 5413 53.39

P30 52 99 Pl 54 26

0_42 0_32 53.05 P34
P39 0_31 53.98 52.47

P44 M 52_57 52.55

P2 0^ 52_98 P32

-35-



Ｂ
一

廷 働14

段状帥 土層

1.暗黄褐色土層 〔やや粘性を持ち、本
1炭・土器片を含む〕

2.暗黄掲色礫混土層 (1層より色調が晴
く、地山ブロックを合む〕

3.晴橙褐色礫混土層 〔地山ブロックを
多く合む〕

4`皓掲色土層 〔柱穴埋土。軟質〕
5.暗褐色礫混土層 〔貼り床〕
6.地山 〔淡橙掲色土層〕

0                        3m

第21図 西 I遺跡A-1区 段状遺構4実 1測図 (S=1/60)
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′   ⑤

靴

睾

20-12

⑮

第22図 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 4遺物出土状況図 (S=1/60・ 土器1/6・ 鉄製品1/4)

第34表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 4出土遺物構成表

種別 器 種 現 状 と 数 量

土師器

椀
完 形 □級剖

`1/2以
ト

赤彩椀
1/2,大」L 日縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下

1

赤彩高杯
字 形 杯 部 脚 部 軸 部 □緻 音K 脚 鈴 部

1

高杯
年 形 杯 部 脚 部 軸 部 口縁 部 脚 瑞 部

甑
字 形 回綴 罰

`

庇 部 把手 〔片 方 〕

手捏ね土器
完 形 口縁 部 1/2以上 口 緻 髯Б1/8以 r

1

移動式電
宝 形 1/2以上 基底 部

l

赤彩甕
宇 形 日縁 部 1/2以上 口縁 部 1潟以上 口縁 部 1/9以下 頸 部 1/8以上 鎮 部 1/9以下

奏
字 形 口縁 部 1/2以上 日縁 部 1/8以上 日縁 部 1//9以 下 頸 部 1/8以上 頸 部 1/9以下

5 4

須恵器

杯蓋
1/2以 上 口稼 部 1/8以上 □縁 都 1/9以下 天 丼 部 稜 部

l 2

杯身
1/2以 上 口縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下 辰 蔀

1

高杯
字 形 脚 部 軸 部 口縁 部 脚 鈴 部

1

-37-



第35表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 4出土遺物観察表 (大字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

第36表 西 I遺跡 A-1 段状遺構 4出土鉄製品観察表 (太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器 種
寸法 (cm)

残存度 備 考
現 長 巾 最大厚

20図 ―■ 不明鉄製品 445 1/2以下
20図 -12 釘 31 1/2以 下

段状遺構 5

段状遺構 5は古 。新 2時期の遺構が重複 している。新段階の平面形は隅丸長方形であり、床面全

長4.37m、 床面幅4,Omの規模を持つ。

この段状遺構は最高所で標高55,Om付近から掘削され、床面の標高は54,25m付 近に設定されて

いる。段の軸線は自然地形よりは南西側にくい込んで設定されており、N-78° ―Wと なっている。

そのため、段状遺構の南西角付近の上場は床面からの標高差が0。 75mと なっているが、東端の掘削

上場は床面とほぼ同レベルまで低下している。また、隣接する段状遺構 4の床面とは0。 75mの段差

がある。段状遺構 5古段階の遺構 として、床面中央に N-75° 一Eの軸線を持つ、長さ5.05m、 最

大幅0,55m、 深さ0。 lmの排水溝と考えられる溝状遣構がある。

新段階の段の壁際には幅0。 15～ 0,25m・ 深さ0.13mの 排水溝が掘削されているが、その内側にも

幅0。 3m、 深さ0。 lmの溝状遺構が存在する。拡張行為が 3次にわたったものか、遺構内の間仕切 り

挿図番号 器 種
法 (cm)

胎    土 焼  成 調 整 色  調 残存度 備  考
器 高 口径 底 径

20図 -1 須恵器
杯蓋 A4 ■ 0

やや粗 (2 nLl以下の石英
長石等をやや多く含む)

普通 天丼部 :ヘ ラ起 こしの後、ナテ
体部 :浅 い回転ヘラケズリ
ロ縁部 :回転 ヨコナデ

内 8_T面 :淡青灰色
外面 :淡灰色

3/4 期４

０９鱚
ＴＫ２

20図 -2 須恵器
杯身 A3

119

やや密 (l mm以 下の石英
長石を含む)

ミ好 日縁部 体部 :回転 ヨコナデ
底部 :比較的丁寧な回転ヘラケズ

リ
底部内面 :回転 ヨヨナデ後、不定

方向ナデ

全面 :淡青灰色 1/3 出雲 3期
TK43

20図 -3 須恵器
低脚無蓋高
杯 A4

残高

31

密 (1剛 以下の長石等を
わずかに含む)

やや不良 体部 :回転 ヨコナデ
内面 :回転 ヨコナデ後、不定方向

ナデ
脚部内面 :丁寧なナデ

全面 :灰 自色 杯基都 出雲 4期
TK209

20図 -4 土師器
単純回縁斐

残高
54

普通 (2 al以 下の長石
石英を含む)

普通 日縁部 :ヨ コナデ
肩部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズ リ

色褐
色

橙
褐

‥
灰

面
暗

外

‥面
内
断

口縁部1/8

20図 -5
巽縁

器

日

師
純

土
単 残 高

70

粗 (2 Ha以 下の石英 長
石を多く含む)

普通 回縁部 :ヨ コナデ
胴部 :磨滅のため不明
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

内面 :明褐色
外 断面 :淡橙楊色

日縁部ユ/5

20図 -6
甕縁

器
日

師
純

土
単

残 高
4 1

やや粗 (2 mm以 下の石英
長石を多 く含む )

普通 日縁部 :ヨ ヨナデ
肩部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

内 断面 :淡橙褐色
外面 :淡 黄13色

口縁都ツ3

20図 -7 土師器
堂知

「
l緩攀 182 やや粗 (2m以 下の石英

長石 黒色粒 を含む)

普通 日縁部 :ヨ コナデ

肩部内面 :ヘ ラケズ リ
内 断面 :淡褐色
外面 :淡橙褐色

日縁部1/8

20図 -8
杯

器
高

帥
彩

上
赤 残高

密 (l mm以 下の長石 赤
色粒をわずかに含む)

普通 脚部外面 :ユ ビナデのうえ赤彩 を
施す

底部 :粗 いユ ビナデ

内面 :淡褐色
外面 :淡橙褐色
断面 :淡灰色

脚部5/6 外面赤彩

20図 -9 土師器
高杯 残高

84

やや粗 (3 mn以 下の石英
長石を多く含む)

やや良好 体部 :ナ デ
脚部 :ヨ コナデ
脚部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズリ

内面 :淡褐色
外面 :淡褐色～淡

橙褐色
断面 :淡灰褐色

部
み

杯
の

20図 -10 土師器
手握ね土器 53

46 やや密 (1 5ma以 下の石
英 長石を合む)

良好 外面 :ユ ビナデ
縁部内面 :ヨ コナテ

内 タト面 :淡灰褐色
断面 :褐灰色

1/2

第37表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 5ビ ット計測表

ピ ッ ト名 旧番 号 径 (m) 短径 (m) 深さ(m 底 面標 高 (m 卜郵焉 (m) さ(m 匠 商 模 言 (m)
Pユ 0.27 И_06 0 22 0 M X7
P2 0.24 用 15 P16 0.12 54 06

P3 0_25 0.1 M.1

0_43 P17 P22 54.09
P5 P24 P18 馘 文5

P6 P19 02 M17
P7 53,77 P20 M
P8 9 53.92 P21 M.14

P15 027 536 P22 P27 54.1

0. 9 53 95 P23 M17
Pll 0. 7 0 09 53.85 P24 P23 0.23 0.12 53.99

P12 0 3 53 7 P25 01 54.06
PlR 0. 5 5417
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F 季

段状澪構5古段階

°
12

01。  011

⑫ 8 ⑬ 9

餅 9

7018.

よ鹸 鵡●土器片を多く含み
車κ要写〕

―

a暗素褐色土層A IClt山流決上を含む〕

輔羅翠乳経 魏錨
a韓
7=淡療褐色土層

―

ユ 皓赤掲色土層
9.ltW〔赤掲色粕■eJ
lo, 労司貝

qQ

第23図 西■遺跡 A‐ 十区 段状遺構 5実測図 lS‐ 1/60)

瞼
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痕か現状では判断しがたい。

段状遺構内では25個 のピットが確認されているが、規則的な配列は見られず、いずれも小規模な

ものである。ここでも掘立柱建物の復元は困難であり、簡易な構造の建築物が存在 したことを考え

たい。

0                  10cm

ｑ

鬱
0           5cm

第24図 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 5床面出土遺物実測図

アミ掛け部分は赤彩

(S=土器 1/4・ 鉄製品1/3)
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娃�ア
第25図 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 5覆土出土遺物実測図 (S-1/4)

アミ掛け部分は赤彩
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彎
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::!,j')

第26図 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 5遺物出土状況図 (S=1/20・ 土器1/6)
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段状遺構 5の遺物

段状遺構 5床面では多 くの遺物が残存 していたが、古・新段階の床面は同一レベルで確認 してお

り、床面出土遺物は新段階廃絶時のものと考えられる。床面を覆う覆土は段状遺構 3か らの影響を

受け、暗褐色土で黒味の強い土層が堆積 している。ここでは、土師器の鉢 。高杯や須恵器の杯身・

杯蓋などの供膳具のほか、土師器の甕・甑など煮沸具が出上 している。移動式亀も出上 しているが

基底部がなく口縁部、焚口部など個体の上半部のみ出上 していることから、上方からの転落と考え

られる。その他の遺物も破片が多いことから、この床面出土遺物のセットが段状遺構 5で本来使用

された土器様式とは考えにくい。床面出土遺物に時期差は見い出しがたく、混入品を抽出すること

も困難なため、時期比定には支障が無いものと考えられる。須恵器杯蓋は出雲大谷編年 3期のもの

が 2個体、 4期のものが 2個体である。

一方、覆土からも多量の土器が出土 しているが、須恵器杯蓋は出雲 3期のものが 1個体に対 して

出雲 4期のものが 9個体と出雲 4期の個体が大半を占めるため、段状遣構 5が埋没 した時期は出雲

4期 と考えられる。

また、この段状遺構の床面直上からは釘状の鉄製品も出上 してお り、鉄器を保有 していたことが

うかがわれる。

また、赤彩高杯が多 く出土 してお り、床面・覆土合わせて口縁部片でカウントすれば10個体が出

土 していることが特筆される。

覆土中の遺物ではあるが、縄文時代晩期の粗製浅鉢の口縁が出土 している。縄文時代の上器類は

この 1点のみであるが、石鏃やスクレイパー、黒曜石剥片など縄文時代に属すると考えられる遺物

が出上 している。狩猟具が多いことから、西 I遺跡付近は縄文時代には狩猟エリアとなっていた可

能性が考えられる。

第38表 西 I遺跡A-1区 段状遺構5出土遺物構成表

種 別 器  種 現 状 と 数 白重

土師器

椀
早 形 □緻¬

`1/2以
「

赤彩椀
1/2,大 」ヒ 口縁 部 1/8以上 口稼 部 1/9以下

2

赤彩高杯
完 形 杯 部 脚 部 軸 部 口縁 部 脚 端 部

4 1 7

高杯
字 形 杯 部 脚 部 軸 部 日縁 部 脚端 部

1 2 4

鉢
年 形 1/2'火  ト 口縁 部 1/8以上 回緻 ヨ∫1/9以下

9 9

甑
完 形 口縁 部 底 部 把手 に片 方 J

2 3

赤彩奏
完 形 口縁 部 12以上 口縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下 頸部 1/8以上 頸部 1/9以下

1 1

甕
口縁 部 1/2以上 口縁 部 1ん以 上 口縁 部 1/9以下 顕 部 1/2以上 頸部 フ 8以上 頭部 1/9以下

1

移動式竃
宇 形 1/2以 上 共 底 部 口縁 音b賓 回 音b

手捏ね土器
元 形 口縁 部 1/2以上 []形粛言X1/8'大 r

須恵器

杯 蓋
1/2以上 口縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下 天 丼 部 稜 部

4 2 ユ 2

杯身
1/2,大 」二 口縁 部 1/8以上 口縁 部 1/9以下 底 部

4 4 ユ

高杯
年 形 杯 部 脚 部 軸 都 口縁をБ 脚 鈴 部

醒
宇 形 1/2'大  ト 1/8)次 

「
1/9以下

大 甕
完 形 1/2以上 1/8以 上 1/9以下

l

縄文土器 晩期浅鉢
1/2以上 口縁 部 lお以上 口縁 部 1/9以下

1

鉄 釘 ユ
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第39表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 5床面出土遺物観察表 (太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

第40表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 5床面出土鉄製品観察表

挿図番号 器 種
法 (cm)

備 考
現長 厚 さ 最大巾

%図 -19 釘 04

挿図番号 器 種
寸法 (cm)

月台    上 焼  成 調 整 色   調 残存度 備 考
器 高 口径 底径

24図 -1 須恵器
杯蓋 A4 ■ 0 123

普通 (15m以下の石英
長石をやや多 く含む)

良好 天丼部 :浅 く単位の小 さい回転ヘ

ラケズ リ
ロ縁部 :回転 ヨコナデ

内 外面 :淡青灰色
断面 :淡灰色

出雲 4期
TK209

Z図 -2 須恵器
杯蓋 A3a

密 (1剛 以下の長石を含
む)

良好 天丼都 :比較的丁寧な回転ヘラケ
ズリ

天丼部内面 :回転ヨコナデ後、不
定方向ナデ

日縁部 :回転ヨコナデ

全面 :淡青灰色 ∞ % 出雲 3期
TK43

%図 -3 須恵器
杯蓋 A3a

密 (l dB以 下の長石を含
む)

良好 天丼部 :比較的丁寧な回転ヘラケ
ズリ

回縁部 :回転ヨコナデ
天丼部内面 1回転ヨコナデ後、不

定方向ナデ

内面 :淡灰褐色
外面 :濃灰色
断面 :白褐灰色

4/5 出雲 3期
T馳 3

24図 -4 須恵器
杯身 A4 残 高

緻密 (0 5oI以 下の長石
黒色粒 をわずかに含む)

良好緻密 日縁都 :回転 ヨコナデ

底面 :回転ヘラケズ リ
底面内部 :回転 ヨコナデ後、不定

方向ナデ

全面 :明灰色 出雲 4期
TK209

24図 -5 器
Ａ

恵
身

須
杯

密 (1卿 以下の長石 石
英等 を含む )

良好 口縁部 :回転 ヨコナデ

底部 :中心 まで回転ヘラケズ リ
底面内部 :回転 ヨコナデ後、不定

方向ナデ

全面 :淡灰色 期４
∞燿

ＴＫ２

%図 -6 須恵器
杯身 A4

密 (l mm以 下の長石を含
む)

良好緻密
り
定

ズ

不
ケ

ヽ

ラ
後

ヘ
デ

デ
転
ナ

ナ
回

コ

ヨ

な

ヨ

ヨ
雑
転

デ

転

て
回
ナ

回
く
　
向

‥
浅
面
方

部

‥
内

縁
部
部

口
底
底

内 外面 :茶褐色
断面 :暗紫褐色

3/4 出雲 4期
TKttЭ9

24図 -7
高蓋諦

陣
Ａ４

須
低
杯

残 高
56

推定
142

密 (l II以 下の長石 石
英 を含む)

不 良 全体的に磨減 してお り調整不明 全面 :淡灰色 脚端部 は欠
損

期４

０９鱚
ＴＫ２

24図 -8
箋縁

器

口

師
純

土
単

残高 普通 (1 5om以 下の石英
長石等を多 く含む)

良好 日縁部 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

内 外面 :淡茶褐色
断面 :淡栓褐色

日縁部1/5

24図 -9 土師器
単純回縁甕
赤彩

残高
やや粗 (3 nm以 下 の石
英 長石 赤色粒等を含
む)

普通 口縁都 :ヨ コナデ

胴部外面 :磨減のため調整不明
胴部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズリ

全面 :橙褐色 上半部1/3 び
面

及
内

面
縁
彩

外

口
赤

24図 -10 土師器
単純回縁甕

残高
110

やや粗 (3剛 以下の石英
長石等を多く含む)

普通 日縁部 :ヨ ヨナデ
外面 :5条/側のタテハケ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズ リ

色褐
色
色

黄
褐
褐

淡
橙
灰

面
面
面

内
外
断

口縁都1/3

%図 -11
箋縁

器

日

師
純

土
単 残高 266

やや粗 (21n4以 下の石英
長石等を多く含む)

良好 日縁部 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

褐
褐

購
頗
　
絶

‥

ヽ
　

黄

面
色
色
灰

断
　
　
‥面

内
　
　
断

口縁部1/3

24図 -12 土師器
赤彩高杯

残 高
普通 (l aJ以 下 の石英
長石 金雲母を含む )

普通 回縁都 :ヨ コナデ

内面 :7～ 8条 /calの ヨコハケ
外面 :磨減のため調整不明

内 外面 :濃橙褐色
断面 :赤桃褐色

杯部1/3 杯部内面
赤彩

24図 -13 土師器
高杯 残 高

15 5

粗 (2 aI以 下の石英 長
石を多く含む)

普通 日縁部 :ヨ コナデ
内外面 :磨滅のため調整不明

色褐
色

橙
褐

‥
黄

面
暗

断

‥面
内
外

日縁部1/4

24図 -14 土師器
赤彩高杯 残 高

75

普通 (2 1nd以 下 の長 石
石英等を含む)

普通 面
半
面
面

内
下
外
内

部
部
部
部

杯
杯
脚
脚

磨減のため調整不明
ヨコ方向のヘラケズリ
タテハケ後、ナデ消 し
ナデ

一色
色
　
色

褐
褐
色
褐

茶
黄
褐
茶

淡
淡
橙
淡

面
　
面
面

内
　
外
断

脚基部 脚部外面
赤彩

24図 -15 土師器
赤彩高杯

残 高

79
150

普通 (l adl以 下の石英、
長石 赤色粒を含む)

普通 内外面 :磨滅のため調整不明
脚部内面 :ヘ ラ状工具により粗雑

な調整

内 断面 :淡褐色
外面 :淡橙褐色

杯部5/6 脚 部 内 回

以外赤彩

%図 -16 器師
杯

上
高 残 高 205

やや粗 (15m以 下の石
英 長石 赤色粒 を多 く
含む )

普通 内外面 :磨滅のため調整不明 内面 :明茶褐色
外面 :橙褐色
断面 :暗黄褐色

口縁都1/5

%図 -17 土師器
甑

推定 292 11 2

普通 (2噸 以下の石英
長石 金雲母 を含む )

普通 日縁部 底部 :ヨ コナデ
外面上半部 :6条 /cmの タテハケ
内面上半都 :ヨ コ方向のヘラケズ

リ後、ナデ消 し
内面下半 :最終調整は丁寧なナデ
内面下端 :ユ ビナデ

内面 :淡茶褐色
外 断面 :黄褐色

1/3

24図 -18 移動式電
25 9

普通 (3 om以 下の石英
長石 黒色粒等を含む)

普 通 面
面

外
内

ユビナデ
ヘラケズリ

内面 :濃橙掲色
外面 :橙褐色
断面 :淡灰色

1れ程度



第41表 西 I遺跡 A-1区 段状遺構 5覆土出土遺物観察表 (太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器 種
寸法 (cm)

土 焼 成 調 整 色   調 残存度 備  考
器 高 口径 底 径

25図 -1 須恵器
杯蓋 A4

密 (l nd以 下の長石 石
英等を含む)

やや不良 天丼部 :浅 く単位の小さい回転
ヘラケズリ

日縁部 体部 :回転ヨコナデ
天丼部内面 :回転ヨコナデ後、不

定方向ナデ

内面 :暗灰褐色
外 断面 :暗褐灰色

1/2 出雲 4期
TK209

25図 -2 須恵器
杯蓋 A4

■ 1

密 (0 5aI以 下の長石を
わずかに含む)

やや不良 天丼部 :比較的丁寧な回転ヘラ
ケズリ

ロ縁部 体部 :回転ヨヨナデ
天丼部内面 :回転ヨコナデ後、不

定方向ナデ

内面 :淡褐灰色
外面 :淡灰色
断面 :淡茶褐色

出雲 4期
TKttЭ9

25図 -3 須恵器
杯蓋 A6

13 3

普通 (1511m以 下の長石
等をやや多く含む)

夫井部 :ヘ ラ起 こしのまま
回縁部 体部 :回転 ヨコナデ
天丼部内面 :回転 ヨコナデ後、不

定方向ナデ

全面 :明灰色 2/5 期４

０９罐
ＴＫ２

25図 -4 須恵器
杯蓋 A4

密 (1剛 以下の長石 石
英 を含む)

良好 部
都

縁
井

口
天

体部 1回転 ヨヨナデ
回転ヘラケズ リ

内 断面 :淡灰色
外面 :暗灰色

口縁部1/3 期４

０９鱚
ＴＫ２

25図 -5 須恵器
杯蓋 A3c

密 (l Em以 下の石英 長
石を含む)

普通 天丼部 :回転ヘラケスリ
天丼部内面 :回転ヨコナデ後、不

定方向ナデ
体部 :回転 ヨコナデ

全面 :自 灰色 90% 期４

０９曜
理

25図 -6 須恵器
杯身 A5

12.3

密 (05a」 l以 下 の 石 英
長石を含む)

不良軟質 回縁部 体部 :回転 ヨコナデ

体部 :回転ヘ ラケズ リ

底面 :ヘ ラ切 り後にナデ

底面内部 :回転 ヨコナデ後、不定
方向ナデ

全面 :淡褐灰色 4/5 出雲 4期
TK209

25図 -7 須恵器
杯身 A7

密 (1 54Ln以 下 の 長 石
石英を含む)

良好 日縁都 :回転 ヨコナデ

底部 :回転ヘラケズ リ

底面内部 1回転 ヨコナデ後、不定
方向ナデ

全面 :淡灰色 3/5 期蹟
ＴＫ４

25図 -8
羹縁

器

口

師
純

土
単 残高

やや粗 (2 ma以 下の石英
長石 黒色粒 をやや多
く含む)

良好 回縁部 :ヨ コナデ

肩部 :強 い ヨコナデ

胴部外面 :3条 /cmの 斜行ハケ

胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

全面 :淡褐色 上半部1/2

25図 -9 土師器
単純日縁菱

残 高
97

やや粗 (3m以 下の石英
長石 ‐黒色粒 を多 く含
む)

農好 口縁部 :ヨ コナデ

胴部外面 :4条 /cmの ヨコハケ
1同 部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

内面 :自褐色
外面 :淡黄褐色
断面 :淡灰褐色

上半都1/2

25図 -10 土師器
単純口縁甕

残 高
やや粗 (1541以 下の石
英 長石等を多 く含む)

良好 日縁部 :ヨ コナデ

肩部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ
後、ナデ

内面 :明褐色
外面 :淡褐色
断面 :淡茶褐色

口縁部 1泡

25図 -11 土師器
単純日縁甕 残 高

やや粗 (15r」I以 下の石
英 長石を多く含む)

普通 口縁部 :ヨ コナデ

胴部 :4～ 5条 /cmの タテハ ケだ
が磨減のため詳細不明

胴部内面 :磨減のため調整不明

全面 :橙褐色 上半部1/3

25図 -12 土師器
単純日縁発

残 高

やや粗 (3 mlt以下の石英
長石等を多 く含む)

普通 日縁内部
胴部外面
日縁都 :

1同 部内面

か

強い ヨコナデ

磨滅のため調整不明
コナデ
磨滅のため判然としな
ヨコ方向のヘラケズリ

色
色

褐
褐
色

黄
橙
褐

淡
濃
黄

面
面
面

内
外
新

国縁部1/4

25図 -13 土師器
単純日縁褻

残高
粗 (3m以 下の石英 長
石等を多量に含む)

やや良好 日縁都 :ヨ コナデ

胴都外面 :磨減のため調整不明
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

内面 :淡橙褐色
外 断面 :淡黄褐色

上半部1/2

25図 -14 土師器
単純日縁墾

残 高 普通 (1 5mm以 下の石英
長石 黒色粒を含む)

普通 日縁部 :ヨ ヨナデ

肩部内面 :ヘ ラケズ リ後、ナデ ?

全面 :淡褐色 日縁部1/5

25図 -15 土師器
単純日縁甕 推定 163

やや粗 (1 5dI以 下 の石
英 長石 金雲母等 を多
く含む)

やや良好 口縁部 :ヨ コナデ外面の一部には
ヨヨナデ前 の 9条 /cmの タ
テハケが残る

胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

全面 :淡桃褐色 口縁部1/5

25図 -16 土師器
単純口縁甕

残 高 164
普通 (3卿 以下の石英
長石 黒色粒を含む)

やや不良 口縁郡 :ヨ コナデ

胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

胴部 :磨滅のため調整不明

全面 :淡褐色 日縁部1れ

25図 -17 土師器
単純回縁甕 残 高

1“ 4 悧節鉤
(4 mlt以下の石英
赤色粒等を多 く

良好 口縁部 :ヨ ヨナデ

肩部 :4条/cmの ヨコハケ

胴部内面 :胴部内面はヨコ方向の
ヘラケズリ

内面 :淡橙褐色
外面 :淡褐色
断面 :淡黄褐色

上半部2/3

25図 -18
菱縁

器

口

師
純

土
単

残 高 やや粗 (2 5mal以 下の石
英 長石等を多 く含む)

良好 日縁部 :ヨ コナデ 内 断面 :淡橙褐色
外面 :淡灰褐色

回縁部1泡

25図 -19
甕縁

器
日

師
純

土
単

残 高

普通 (21m以 下の石英
長石・黒色粒等を含む)

普 通 日縁部 :ヨ コナデ

肩部内面 :ヘ ラケズ リ後、ナデ

胴都 :5条 /cmの ハケ調整
胴部内面 :斜上方向のヘラケズ リ

上げ底部近 くはユビオサエ

痕

全面 :淡掲色 2ん

25図 -20 器師
鉢

土
深

残 高

60
やや粗 (1 5mI以 下の石
英 長石等を多く含む)

普通 口縁部 :ユ ビナデ
内外面 :磨滅のため調整不明

全面 :淡橙褐色 日縁都1お

25図 -21 土師器
孤

残 高

76
262

普通 (1811d以 下の石英
長石 金雲母等を含む)

やや良好 回縁部 :ヨ コナデ

胴部 :7条 /cmの タテハケ

胴部内面 :ヨ ヨ方向のヘ ラケズ リ

内 外面 :茶褐色
断面 :暗灰褐色

口縁部1た

25図 -22 器師
杯

土
高 38

やや粗 (2 aI以 下の石英
長石等を多 く含む)

普通 外面 :磨減のため調整不明
内面 :ヨ コナデ

全面 :淡橙褐色 口縁都1れ

25図 -23 土師器
赤彩高杯

残 高 148
やや粗 (211n以 下の石英
長石 赤色粒 を多 く含
む)

普通 回縁部 :ユ ビナデ

内面 :磨減のため調整不明
外面 :8粂 /cmの ヨコハケ

全面 :橙褐色 杯都1/5 内タト面
赤彩

25図 -24 土師器
赤彩高杯 残 高

やや粗 (3 md以 下の石英
長石等を多く含む)

やや良好 日縁部 :ヨ コハケ

体部 :8条 /cmの ビッチの小 さ
ヨコハケ後、ナデ

内面 :磨減のため調整不明

内 外面 :濃橙褐色
断面 :茶褐色

杯部4/5 面外
彩

内
赤

25図 -25 土師器
赤彩高杯

残 高

51
やや粗 (2 ma以 下の石英
長石等 を多 く含む)

良好 脚部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ
タト面 :赤彩が厚 く調整不明

脚部 :赤彩
全面 :淡褐色

脚部1/5 外面赤彩

25図 -26 縄文晩期
粗袈浅鉢

残 高
やや粗 (2剛 以下の石英
長石 雲母を多く含む)

やや良好 日縁部 :ヨ コナデ

外面 :ヨ コ方向のヘラケズリ
内面 :条痕調整後、ナデ

全面 :暗茶褐色 口縁部1/8
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第42表 西 I遺跡 A-1区 小規模ビッ ト群ピッ ト計測表

第44表 西 I遺跡 A-3区 柵列 1計測表

規 模 (m) 柱 間 5間 (全長7.3m)

柱間距離

(m)

Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P4-P5 P5-P6
1.78

A-1区下段 。小規模ビット群

調査区の北西隅で確認 したもので、直径0。 2cm、 深さ0。 07～ 0.2cm程度の小 ピットが群集するのも

である。平面的に見るとP2～ P15に 至る15個前後のピット群は緩やかな弧状のラインを取 りなが

ら不規則に並んでお り、その下方斜面に15個前後のピットが不規則に存在 している。P2～ P15間

の距離は6.05mである。このピット群は南西部の確認面標高が53.95mで あり、東部確認面標高が

53.24mと 、比高差が0。 7mあ り、床面がフラットではない。これらの条件から通常の掘立柱建物な

どは想定 しがたく、簡易なテント状の構造を持つ建物の可能性が考えられる。

柵列 1

柵列 1は段状遺構 1・ 掘立柱建物 1と 段状遺構 3の 中間の標高55.2m付近に位置する柵列状遺構

である。軸線は等高線とほぼ並行する N-78° 一Wであるが、これは段状遺構 1・ 掘立柱建物 1の

軸線 N-77° ―Wに値が近 く、掘立柱建物 1に付随する施設の可能性がある。柵列の Pl～ P6間

の全長は7.3mで ある。

A-1・ 2・ 3区下段・下段斜面出土遺物

大区下段・下段斜面には多 くの遺物が転落 してお り、最 も遺物量の多い地域であった。確認で

きたものとして、須恵器杯身40個体、杯蓋39個体を数えたほか、土師器奏 (口縁部残存個体でカウ

ント)は 172個体にのぼった。

第28図 -48は土製支脚と考えられる土製品であるが、胴部が短い個体で、 7世紀代に出雲地域平

野部で盛行する胴部が長いタイプとは形状を異にするものである。他に土製支脚と考えられる個体

が存在 しないことから、土製支脚の初源と移動式宅とのセット関係などを探る上で重要である。

第30図 -4・ 5は羽口端部と湾形津である。 4は鍛錬鍛冶炉に付属する羽口で、炉内の燃焼部に

|

ピ ッ ト名 I日 吾i 邑径 (m) 短径 (m) 深さ(m) 眠 回 標 島 (m, ピッ ト 旧番 号 長径 (m 短径 深 さ (m) 匿面 標 高 (m)
Pユ P15 53.57 53.56

P2 P28 0.26 「D3.8 0.13 53.72

P3 P14 53.63 P21

P4 P13 0 23 0.2 53.73 P22 53. 64

P5 P27 53.79 P20 P23 53.57

P6 P12 0.17 53.73 P24 53 45

P7 Pll 0.23 53.75 P22 0 26 53 33

P8 P10 0.22 53.71 P23 53 32

P9 P6 0.24 0.И 53. 72 P24 53.4

P10 P5 53.85 P25 P25 0 13 53.53

Pll P3 0_12 53.87 P26 P26 53.31

P27 略 _E

P14 17

P15 P18 53 74 0ヽ

第43表 西 I遺跡 A-3区 柵列 1付近ビット計測表

Pl P3 54^95 7 0=И 54_94

P2 P4 0 22 55.08 P9 8 54_94

P3 P5 0.22 55.15 P10 P9 54.υ b

P4 P13 P10 54 89

P5 P14 55.16 P12 P2 55,15

P6 Plユ 55。 16 P13 Pユ 0.29

P7 54.85 P14 P12 0 32 0.26 55 58
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第28図 西 I遺跡 A-1区 下段・下段斜面包含層出土遺物実測図 (S-1/4)
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一暉
一

アミ推卜け部分は赤彩

0                 10cm

第29図 西 I遺跡 A-2・ 3区

1       /   とV

下段・下段斜面包含層出土遺物実測図 (S-1/4)

半

第30図 西 I遺跡 A-1・ 2・ 3区 下段・下段斜面包含層出土遺物実測図 (S=石製品2/3・ 鉄滓1/3)
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接する下端部に付着 した淳である。 5は鍛錬鍛冶操業によっ

て炉底に形成された椀形淳である。鍛冶炉遺構については調

査区内では確認できなかった。

この包含層中においても大谷 4・ 5期の遺物で占められて

お り、集落本体 も大谷 5期のうちに廃絶 したことがうかがわ

れる。

第31図 -1は凝灰岩製の砥石である。よく使い込まれてお

り、鎌・刀子などの研磨に用いられたものと考えられる。段

状遺構 3も しくは4か ら転落したものと考えられる。

0                        10cm

第31図 西 I遺跡 A-2区 下段包合

層出土遺物実測図 (S=1/3)

第45-1表  西 I遺跡 A-1区下段・下段斜面出土遺物観察表 1(太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器 種
寸法 (em)

土 焼  成 調 整 色  調 残存度 備  考
器 高 口径 底径

28図 ― 〕 須恵器
杯蓋 A3 残 高

39 11 7
密 (05m以 下 の 石 英
長石等 を含む)

良好 天丼部外面 1回転ヘラケズリ
日縁部 :回転 ヨヨナデ
日縁端部内面 :浅 い段 を施す

内 クト面 :濃灰色
断面 :暗灰色

回縁部1/6 出雲 3期
TK43

28図 -2 須恵器
杯蓋 A3a

12.6

密 (lm以 下の石英 長
石 を含む)

良好 天丼部外面 :浅い回転ヘラケズリ
日縁部 :回転ヨヨナデ
内面 :回転ヨヨナデ後、不定方向

チデ

全面 :淡青灰色 出雲 3期
T町 3

28図 -3 須恵器
杯蓋 A4 推 定

48
推定
144

密 (l nd以 下の石英 長
石 を含む)

やや良好 天丼部外面 :浅 い回転ヘラケズ リ
日縁部 :回転 ヨコナデ
内面 :回板 ヨコナデ後、不定方向

ナデ

全面 :淡青灰色 期４

０９膿
ＴＫ２

28図 -4 須恵器
杯蓋 A3a

推 定

密 (05m以下の長石を
わずかに含む)

良好 天丼部外面 :回転ヘラケズリは浅
いが広い範囲を削る

日縁部 :回転 ヨヨナデ
天丼部内面 :回転 ヨコナデ後、不

定方向ナデ

内 断面 :濃灰色
外面 :黒灰色

出雲 3期
TK43

28図 -5 須恵器
杯蓋 A4 残 高

37

密 (0 5HJn以 下 の長石 を
わずかに含む)

良好 天丼部外面 :回 転ヘ ラケズ リ後、
軽いヨコナデ

回縁部 :回転 ヨコナデ

内 外面 :淡灰色
断面 :濃灰色

回縁部1/3 期４

０９膿
ＴＫ２

28図 -6 須恵器
杯蓋 A6 残 高

3ユ

密 (l aI以 下の石英 長
石等 を含む )

良好 回縁部 :回転 ヨコナデ 面
面
面

内
外
断

淡青灰色
黒灰色
淡灰色

日縁部1/5 出雲 4期
TK209

28図 -7 須恵器
杯身 A3

36

密 (lm以 下の石英 長
石を含む)

良好 日縁部 :回転ヨコナデ
外面底部 :比較的丁寧な回転ヘラ

ケズリ
内面 :回転ヨコナデ後、不定方向

ナデ

内 外面 :明灰色
断面 :淡灰色

1/4 出雲 3期
TK43

28図 -8 須恵器
杯身 A6

密 (lom以下の長石を含
む)

良好 外面底部 :回転ヘラ切 り後、ナデ
日縁部 :回転 ヨコナデ
底部 :回転 ヨヨナデ後、不定方向

ナデ

内 断面 :淡灰色
外面 :淡青灰色

90% 期４
∞鱚

ＴＫ２

28図 -9 須恵器
杯身 A5

密 (lom以 下の石英 長
石を含む)

良好 外面中央部 :ヘ ラ切 り後、ナデ
胴部外面 :浅 く雑な回転ヘラケズリ
ロ縁都 :回転 ヨコナデ
内面 1回転 ヨコナデ後、不定方向

ナデ

内 外面 :暗青灰色
断面 :淡青灰色

1/2 期４
∞罐

ＴＫ２

28図 -10 須恵器
杯身 A5

密 (l mm以 下の石英 長
石を含む)

良好 口縁部 :回転 ヨコナデ

底部外面 :浅 くて雑な回転ヘラケ
ズリ。削 り残 し部分が多い

内面 :回転 ヨコナデ後、不定方向
ナデ

全面 :淡青灰色 1/3 期４

０９膿
ＴＫ２

28図 -11 器恵
身

須
杯 31

112 密 (lJ」 u以下の石英 長
石を含む )

普 通 国縁部 :回転 ヨコナデ 内 断面 :淡青灰色
外面 :淡褐灰色

日縁部1/5

28図 -12 須恵器
杯身 A5

密 (l mm以 下の石英 長
石をわずかに含む)

良好 体部 :回転ヨコナデ
底部外面 :浅 くて粗雑な回転ヘラ

ケズリ
内面 :回転ヨコナデ後、不定方向

ナデ

内 断面 :淡青灰色
外面 :暗青灰色

1/3 期４

０９峰
ＴＫ２

28図 -13 須恵器
杯身 A5

■ 2

密 (1 5dtl以 下 の長石等
を含む )

良好 体部 :回転 ヨコナデ
内面 :回転 ヨコナデ後、不定方向

ナデ
底都 :浅 くナデるようなヘラケズリ

面
面
面

内
外
断

濃灰色
淡褐灰色
淡紫褐色

出雲 4期
TK209

28図 -14 須恵器
低脚無蓋高
杯

残 高
密 (l mO以 下の石英 長
石 を含む)

良好 杯
底

回転 ヨコナデ
回転ヘラケズ リ後、脚部接
合の際にヨコナデ

内面 :暗灰色
タト面 :黒灰色
断面 :淡青灰色

口縁部 1泡

28図 -15 須恵器
低脚無蓋高
杯 A4

密 (1 4Jl以 下の長石等 を

含む)

良好 杯部下半 :回転ヘラケズリ後、ヨ
コナデ

脚端部 :内傾 してEI面 をもつ

内 断面 :淡灰色
外面 :暗灰色

80% 出雲 4期
TK209

28図 -16 須恵器
低脚無蓋高
杯 A4

残高 157
密 (0 5dl以 下 の 石 英
長石等 を含む )

やや不良 回縁部 1回転ヨコナデ 内 断面 :淡掲灰色
外面 :褐灰色

口縁部1/8 出雲 4瑚
TK209

28図 -17 須恵器
高杯 D2

残高 普通 (1 0ndl以 下の石英
長石等 を含む )

普 通 脚部内外面 :回転 ヨヨナデ 全面 :淡黄灰色 脚部1/5 出雲 3期
TK43

28図 -18 須恵器
高杯

残高
密 (0 5rm以 下の長 石 を

含む )

良好 脚部内外面 :回転 ヨヨナデ 面
面
面

内
外
断

暗青灰色
褐灰色
淡自灰色

脚端部1/5

28図 -19 須恵器
長脚無蓋高
杯 B3

残高
密 (1蜘 以下の石英 長
石等を含む)

良好堅緻 脚部内外面 :回転ヨコナデ 面
面
面

内
外
断

淡青灰色
暗灰褐色
暗紫掲色

脚部1/5 出雲 5期
TK217
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第45-2表  西 I遺跡 A-1区 下段 。下段斜面出土遺物観察表 2(大字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器 種
寸法 (cm)

土 焼  成 調 整 色  調 残存度 備  考
器 高 口径 底径

28図 -20 須恵器
低脚無蓋高
杯 A3

残 高
密 (l nm以 下の石英 長
石を含む)

良好 脚部内面 :回転 ヨヨナデ
脚部外面 :回転 ヨヨナデ

内 断面 :淡青灰色
外面 :濃灰色

脚部1/3 出雲 3期
TK43

28図 -21 須恵器
直日壷

残 高
普通 (151m以下の石英
長石を含む)

やや不良 内面 :回転 ヨコナデ
胴部外面 :回転 ヨヨナデ
底苦[:回 転ヘラケズリ

全面 :淡褐灰色 胴部1ん 期鱚
ＴＫ４

28図 -22 須恵器
小型重

残 高 密 (l ad以 下の長石をわ
ずかに含む)

やや良好 画
面

外
内

回転 ヨコナデ
回転 ヨコナデ

内 断面 :淡青灰色
タト面 :濃灰色

上半部ユ/2

28図 -23 須恵器
長頸壺

残高 腎 (05卿 以下の長石等
を含む)

良好 頸部内面 :回転 ヨヨナデ
藁部外面 :回転 ヨヨナデ

内 外面 :暗灰色
断面 :淡掲灰色

頸基部1洛 出雲 4期
TK209

28図 -24 器

５

恵
Ａ

須
魅 残 高

35

緻密 (051m以 下の長石
等を含む)

良好 頸部内面 1回転 ヨコナデ
頸部外面 :振幅の小 さい 6条 の波

状文

全面 :明灰色 顕部1/2

28図 -25 土師器
単純口緑事

残 高

53
普通 (151m以下の石英
長石 金雲母を含む)

普通 日縁部 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズ リ

内 外面 :暗橙褐色
断面 :暗褐色

口縁部ユた

28図 -26
羹縁

器

回

師
純

土
単

残 高

55
普通 (15a」 l以 下の石英
長石 金雲母 を含む)

普通 日縁部 :ヨ コナデ
肩部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズ リ

色

翰韓
堺
魔

内
断

日縁部1/5

28図 -27
巽縁

器

日

師
純

土
単 残 高

やや粗 (2 Ed以 下の石英
長石等を多く含む)

普通 デ

。
？

ナ
減
か

コ
磨

リ

ヨ
‥
ズ

‥
面
ケ

部
内

縁
部

日
肩 ヨコ方向のヘラ

全面 :淡褐色 口縁部1ん

28図 -28
斐縁

器

ロ

師
純

土
単

残 高

55
粗 (2m以 下の石英 長
石等 を多 く含む)

普通 口縁部 :ヨ ヨナデ
肩部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズ リ

内 外面 :淡褐色
断面 :淡黄褐色

コ縁都1/5

28図 -29 土師器
単純日縁甕

残 高

63

やや粗 (2 FLu以下の石英
長石等を多く含む)

やや良好 口縁部 :ヨ コナデ
胴部 :磨滅のため調整不明
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

内 断面 :淡橙褐色
外面 :淡灰褐色

上半部1/5

28図 -30 JttH中 君岳

単純 日縁 斐
残 高

やや密 (2剛 以下の石英
長石 雲母等を含む)

普通 日縁都 :ヨ ヨナデ
肩部外面 :ナ デ
肩部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

内 外面 :淡茶褐色
断面 :暗褐色

回縁部1ん

28図 -31 土師器
単純口縁菱

残高
56

やや粗 (1 5at以 下 の石
英 長石 雲母等 を多 く
含む)

普通 日縁都 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

色
色

褐
褐
色

灰
赤
褐

暗
淡
暗

面
面
面

内
外
断

回縁部1/4

28図 -32 土師器
単純回縁菱

残 高
123

英
含

石
く

妙̈
割“ω

普通 日縁部 :ヨ コナデ
胴部 :磨滅のため調整不明
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

面
面
面

内
外
断

色
色
色

褐
褐
褐

茶
橙
黄

淡
濃
暗

上半部1/5

28図 -33
華縁

器
日

師
純

土
単

残 高

45
やや粗 (2 5mo以 下の石
英 長石等を多く含む)

やや良好 回縁部 :ヨ コナデ
肩部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

内・断面 :淡掲色
外面 :淡橙掲色

日縁部1/6

28図 -34 土師器
単純口縁華

残 高 やや粗 (2 oo以 下の石英
長石等を多 く含む)

やや良好 口縁部 :ヨ コナデ

肩部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズリ
内 外面 :淡橙褐色
断面 :淡黄褐色

口縁部1/6

28図 -35 土師器
高杯 or蓋 残 高

75

やや粗 (2m以 下の石英
長石をやや多く含む)

普通 外面 :磨減のため調整不明
杯部内面 :平滑に仕上げられる
脚部は中実

内面 :淡黄褐色
外 Ll面 :淡橙褐色

杯部1/3

28図 -36
杯

器
高

師
彩

土
赤 残高

36

やや粗 (2m以 下の石英
長石 赤色粒 を多 く含
む)

やや良好 脚部外面 :ユ ビナデ
脚部7Nl面 :ヨ コ方向のヘラケズリ
脚端都 :ヨ コナデ

色
色

色
褐
灰

掲
橙
掲

淡
淡
淡

面
面
面

内
外
断

脚部1/3 脚部外面
赤彩

28図 -37 器師
杯

上
高 残 高

粗 (3 na以 下の石英 長
石等を多量に含む)

やや良好 内面 :丁寧なナデにより平滑にす
る

外面 :ユ ビナデ
脚部内面 :ユ ビナデ

面
画
面

内
外
断

淡灰掲色
掲灰色
淡褐灰色

杯基部

28図 -38 土師器
台付土器

残 高
26

やや粗 (1 5mm以 下 の石
英 長石を多 く含む)

やや良好 全面 :ナ デ調整 内 外面 :淡栓褐色
Lff面 :暗灰褐色

脚底部1ん 全面赤彩

28図 -39
杯

器
高

師
彩

土
赤 残 高

やや粗 (2 mal以下の石英
長石 黒色粒 を多 く含
む)

やや良好 面
面
‥
面

内
外
部
内

部
部
端
部

杯
脚
脚
脚

平滑に仕上げている
5条 /cmの タテハケ
テハケ後、 ヨコナデ
ヨコ方向のヘ ラケズ リ

全面 :橙褐色 2/3 脚部内面
以外は赤
彩

28図 -40 器
椀

師
彩

土
赤 残 高

やや粗 (1 5aun以 下の石
英 長 石 赤 色 粒 を含
む )

普 通 口縁都 :磨滅のため調整は判然と
しないがヨコナデか ?

内 外面 :濃橙褐色
断面 :暗黄褐色

回縁部1ん 外面赤彩

28図 -41 土師器
赤彩高杯

やや粗 (15m以 下の石
英 長石等 を含む )

やや良好 杯部 :磨 滅のため調整不明
脚部外面 :5条 /cmの タテハケ後、

部分的にユ ビオサエ

脚部内面 :ユ ビオサエ

内面 :淡茶褐色
外面 :橙褐色
断面 :灰褐色

2/3 脚部内面
以外は赤
彩

28図 -42 土師器
流

粗 (31m以下の石英 長
石などを多量に含む)

やや良好 底部 :7条 /cmの ハケ調整
内面 :ナ デ ?磨減のため不明

全面 :栓褐色 1/5

28図―娼 器
椀

師
彩

土
赤

137

やや粗 (2m以 下の石英
長石等を多 く含む)

やや良好 回縁部 :ヨ ヨナデ
外面 :7条 /cmの ビッチの小 さ�

ハケ調整
内面 :ハ ケ調整後、ナデ ?

全面 :淡褐色 と/4 全面赤彩

28図 -44 土師器
鎌

推定 やや粗 (1511以 下の石
英 長石等を多 く含む)

普通 外面 :磨減のため調整不明
内面 :強 いユ ビナデ調整

全面 :白 褐色 4/5 器壁は薄

28図 -45 土師器
手捏ね土器

やや粗 (2剛 以下の石英
長石等を含む)

普通 全面 :ユ ビナデ 全面 :淡茶褐色 3/4

28図 -46 土師器
手捏ね土器

普通 (2 dI以 下の石英
長石等を含む)

普通 全面 :ユ ビナデ 画
面
面

内
外
断

茶褐色
黒掲色
暗茶褐色

28図 -47 土師器
手捏ね土器

やや粗 (2 om以 下の石英
長石等 を多 く含む)

普通
/1‐面 :ユ ビナデ 内 外面 :淡橙褐色 完 形

28図 -48 土師器
土製支脚 ヽ

お

定

１

６

推

仏
やや粗 (2画 以下の石英
長石を多 く含む)

良好 全面 :ナ デ調整
底部は上底 となる
体部には穿引や突tEは なヽ

/1k面 :淡褐色 1/2
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第46-1表 西 I遺跡 A-2・ 3区 下段・下段斜面出土遺物観察表 1(太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器 種
寸法 (cml

土 焼 成 調 整 色   調 残存度 備  考
器 高 口径 底径

29図 -1 須恵器
杯蓋 A3つ

残 高 13.6 密 (1 5nlln以 下 の 石 英
長石等を多 く含む)

良好級密 体部 :回転 ヨコナデ 内 外面 :暗青灰色
断面 :暗紫褐色

日縁きБとん 出雲 3期
TK43

29図 -2 須恵器
杯蓋 A4

1■ 3

密 (1 5nIId以 下 の 石 英
長石を含む )

良好 天丼都 :ヘ ラ切 り後、ナデ
天丼部外縁 :浅 い回転ヘ ラケズリ
回縁部 :回転 ヨコナデ

内面 :回転 ヨヨナデ後、不定方向
ナデ

内面 :淡青灰色
外 Vl面 :暗青灰色

期４
∞艦

ＴＫ２

29図 -3 須恵器
杯蓋 A4

普通 (2m以 下の石英
長石を含む)

良好 夫井部 :やや複雑な回転ヘラケズ

リ天丼部中央はケズリ残す
日縁部 :回転 ヨヨナデ
内面 :回転 ヨコナデ後、不定方向

ナデ

画
面
面

内
外
断

淡褐灰色
濃青灰色
淡青灰色

2/3 出雲 4期
TKttЭ9

29図 -4 須恵器
杯蓋 A6

残 高 やや粗 (lm以 下の石英
長石をやや多く含む)

良好 日縁部 :回転 ヨコナデ 内 断面 :淡灰色
外面 :濃灰色

口縁部1/5 出雲 4期
TK209

29図 -5 須恵器
杯蓋 A5 残 高

密 (lm以 下の石英 長
石を含む)

良好 体部 :回転 ヨコナデ
天丼都 :回転ヘラケズ リ

色灰
色
色

青
灰
灰

淡
暗
淡

面
面
面

内
外
断

日縁部1洛 出雲 4期
TK209

29図 -6 須恵器
杯蓋 A5 残高

級密 (05m以 下の長石
等をわずかに含む)

良好緻密 部
面

体
外

回転 ヨヨナデ
自然釉力Y寸着

内面 :淡青灰色
外面 :黒灰色
断面 :暗紫褐色

口縁部1/6 出雲 4期
TK209

29図 -7 須恵器
杯蓋 A3a

やや粗 (2m以 下の石英
長石等を含む)

普通 天丼部 :回転ヘ ラケズ リ
日縁部 :回転 ヨコナデ
内面 :回転 ヨコナデ後、不定方向

ナデ

内 LF面 :淡褐灰色
外面 :淡褐色

1/2 出雲 3期
TK43

29図 -8 須恵器
杯身 A3

普通 (1 5do以 下の長石
石英をやや多 く含む)

良好 日縁部 :回転ヨコナデ
底部 :単位が大きく丁寧なヘラケ

ズリ
底部内面 :回転ヨヨナデ後、不定

方向ナデ

内 外面 :濃青灰色
断面 :暗紫褐色

95% 出雲 3期
TK43

29図 -9 須恵器
杯身 A3

長
含

の
′ヽ

下
多剛管

く
英

密
石

や
　
ヽ
′

や
石
む

良好 口縁部 :回転ヨコナデ
底部外面 :比較的丁寧な回転ヘラ

ケズリ
底部内面 :回転ヨコナデ後、不定

方向ナデ

内 外面 :曙灰色
断面 :褐 自灰色

1/3 出雲 3期
TK43

29図 -10 須恵器
杯身 37 11 7

密 (1 51Jn以 下 の 石 英
長石を含む〕

良好 体部 :回転 ヨヨナデ
底部外面 :回転ヘラケズ リ

内面 :淡紫灰色
外 断面 :淡青灰色

と/6

29図 -11 須恵器
杯身 A5

残 高 11 4
普通 (1 51an以 下の長石
石英等をやや多 く含む)

良好 体部 :回転 ヨヨナデ 全面 :明灰色 1/5

29図 -12 須恵器
杯身

推定 109

密 (05m以 下 の 長 石
石英を含む)

良好 体部 :回転 ヨコナデ

底部外面 :回転ヘ ラケズ リ後、比
較的丁寧なナデ

底面内部 :回転 ヨコナデ後、不定
方向ナデ

内面 :淡褐灰色
外 断面 :淡青灰色

1/4

29図 -13 須恵器杯身
A5

110

密 (05剛以下 の長石等
を含む)

良好 体部 :回転 ヨコナデ

底部内面 :回転 ヨヨナデ後、不定
方向ナデ

底部外面 :浅 くて雑な回転ヘラケ
ズリ

内 外面 :淡青灰色
断面 :淡灰色

期４

０９鱚
ＴＫ２

29図 -14 須恵器
低脚無蓋高
杯 A3 残 高

密 (1画 以下の長石 石
英を含む )

やや不良 日縁部 1回転 ヨコナデ
杯部下位 :回転ヘラケズ リ

脚部の接合付近 1回転 ヨコナデ
杯部内面底部 :回 転 ヨコナデ後、

不定方向ナデ
透孔は縦長三角形で 3方 向に開口

全面 :灰 自色 杯底部のみ 出雲 3期
TK43

29図 -15
高蓋

群
陣

Ａ４

須
低
杯

残 高

腎 (14」 以下の長石 石
英等 を含む)

やや不良 杯部内面底部 :回転 ヨコナデ後、
不定方向ナデ

脚部内外面 :回転ヨコナデ
透孔 :縦長三角形 2方向開日

全面 :淡灰色 軸部のみ 期４

０９障
ＴＫ２

29図 -16 須恵器
魅A7

残 高 135 密 (051D以下の黒色粒
長石をわずかに含む)

不 良 回縁部 :回転 ヨコナデ 内 外面 :淡褐灰色
断面 :淡茶褐色

口縁都1/5 瑚
‐７

燿
ＴＫ２

29図 -17 須恵器
醜

残 高
21

l・k密 (051m以 下 の長 石
等 を含む)

良好 日縁部 :回転 ヨヨナデ
日縁端部は上方に肥厚

全面 :暗褐灰色 口縁都1/5

29図 -18 土師器
単純日縁整

残 高
普通 (2 4al以 下 の石 英
長石 赤色粒 を含む)

やや良好 回縁部 :ヨ コナデ

肩部外面 :磨 滅のため調整不明
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

色
色
色

褐
褐
褐

橙
赤
黄

濃
淡
暗

面
面
面

内
外
断

上半部1/2

29図 -19 土師器
単純回縁霊

残 高 22 6
やや粗 (21r以下の石英
長石 黒色粒を多 く合
む)

普通 回縁部 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

内 外面 :濃橙褐色
断面 :暗黄掲色

日縁部1/3

29図 -20 土師器
単純口縁甕

残 高
71

やや粗 (2 aa以 下の石英
長石 黒色粒 を多 く合
む)

普通 口縁部 :ヨ ヨナデ

胴部外面 :磨減のため調整不明
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

全面 :淡茶褐色 回縁部1/3

29図 -21 土師器
単純回縁甕

残 高
15 6

やや粗 (2m以 下の石英
長石を多 く含む )

やや良好 曰縁部 :ヨ コナデ
肩部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

全面 :淡褐色 口縁部1/4 器壁は薄

29図 -22 土召T器
単純日縁甕

残 高
やや密 (1 51tal以 下の石
英 長石 雲母を含む)

普通 口縁部 :ヨ コナデ

肩部 :4条/cmの タテハケ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘ ラケズリ

全面 :茶褐色 口縁部1″

29図 -23 土師器
単It回 縁奏

残 高

普通 (1 5ma以 下の長石
石英 金雲母等を含む)

良好 口縁部 :内湾 し端部は九い
ヨコナデ月同部 :6条 /cmの 斜行ハ

ケ調整
肩部 :6条/cmの ヨコハケ調整
胴部内面 :斜め上方向へのヘラケ

ズリ

全面 :淡橙褐色 上半都1/2

29図 -24 土師器
赤彩椀

135

普通 (1 5mm以 下の石英
長石 金雲母 を含む)

やや良好 回縁部 :細 く収める
日縁部内面 :ヨ コナデ

内面 :丁寧に仕上げられている

胴部 :ユ ビナデ調整のため若干表
面に凹凸がある

内 外面 :橙褐色
断面 :淡黄褐色

1/2 全面赤彩
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第46-2表  西 I遺跡 A-2・ 3区 下段・下段斜面出土遺物観察表 2(太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器 種
法 (cn)

胎   土 焼  成 調 整 色  調 残存度 備  考
器高 口径 底径

29図 -25 土師器
赤彩高杯 残 高

やや粗 (1 51Ju以 下 の石
英 長石等 を含む)

普 通 口縁部 :ヨ コナデにより細 く仕上
げる

杯部外面 :6条 /cmの タテハケ
内面中～下位 :ナ デ

色
色
褐
色

褐
茶
褐

橙
淡
灰

面
面
面

内
外
断

杯部1/3 全面赤彩

29図 -26
杯

器
高

師
彩

土
赤 残高

33
lα  l

普通 (24H以 下の長石‐

石英 雲母等を含む)

普通 脚部外面 :5条 /cmの タテハケ
脚端部 :ヨ ヨナデ
脚部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ

後、粗いハケ調整

色
色

色
褐
褐

褐
橙
灰

暗
暗
暗

面
画
面

内
外
断

脚部 r。/6 脚 耶 71・ 回

赤彩

29図 -27 土師器
赤彩高杯

残 高 105

普通 (1 5Ha以 下の石英
長石 金雲母等 を含 む )

普通 脚部外面 :6条 /cllの タテハケ
部分的にタテ方向ケズ リ下
げ

脚部内面 :ヨ コ方向のヘラケズリ
脚端部 :ヨ コナデ

内 断面 :灰褐色
外面 :橙褐色

脚都1″ 脚部外面
赤彩

29図 -28 土師器
高杯

残高 10.2
やや粗 (1.5m以 下の石
英 長石 をやや多 く含
む)

普通 脚部外面 :ヨ コナデ

脚部内面 :ヘ ラ状工具で粗いケズ

リを施 した後、ユ ビナデ

全面 :淡橙褐色
外面の一部に黒斑

脚部2/3

29図 -29 土師器
鉢

残高

55

やや粗 (151m以 下の石
英 長石等を多 く含む)

普 通 日縁部 体部 :やや維なナデ
調整内面 :ヘ ラケズリ?

色
色
色

褐
掲
揚

橙
茶
黄

淡
淡
淡

面
面
面

内
外
断

上半部1/6

29図 -30 土師器
鉢 残高

62

普通 (15a」4以下の石葵
長石 金雲母等を含む)

普 通 口縁部 :ヨ ヨナデ

胴部外面 :ナ デ ?磨滅のため詳細
不明

内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

内面 :淡赤褐色
外 断面 :淡茶褐色

上半部 1/4

第47表 西 I遺跡 A-2・ 3区 下段 。下段斜面出土石器観察表

第48表 西 I遺跡 A-2・ 3区 下段・下段斜面出土鉄製品観察表

第49表 西 I遺跡 A-2・ 3区 下段・下段斜面出土鉄滓観察表

第50表 西 I遺跡 A-2・ 3区 下段 。下段斜面出土石製品観察表

挿図番号 器 種
寸法 (cm)

石   材 重量 (g) 特 徴 残存度 備 考
現 長 南 最大厚

30図 -1 平基無茎石銀 275 1.“ 0.3弱 安山岩 1 36 表裏 ともに一次景」離面 を残す 先端欠損

30図 -2 平基三角形
石銀

2 1.75
安山岩 1 69 表裏ともに一時剥離面を大きく残

し浅い調整
完形

挿図番号 器 種
寸法 (cm)

贈 徴 残存度 備  考
現 長 巾 最大厚

30図 -3 不明鋲製品 47 刃部をもたず端部は面をもっている

捧図番暑 器 種
寸法 (cm)

特 徴 残存度 備 考
現長 巾 最大高

30図 -4 羽 回 羽回先端の下部に付着 した津状 羽日下端部

30図 -5 椀形津 67 18 メタル度 なし

挿図番号 器 種
法 (cm)

石   籾 重量 (g) 特 徴 色  調 残存度 備 考
現長 最大幅 最小幅

31図 -1 砥 石 122 凝灰岩 6面のうち4面は顕著に使用される 自褐色 完形

第51表 西 I遺跡 A区 包含層出土遺物構成表 〔 〕は頸部のみ残存の個体数

Ａ一‐雛
Ａ一‐概 Ａ一‐穏

A-1
下段斜西 Ａ・２搬

A-2
中段

A-2
下 砕

A-2
下砕剣 面

A-3
上段

A-3
由砕

A-3
下 砕

A-3
下囲 蔵

ll 4 2 1

密 煮 器 ・ 杯 琴 3 17 4 2

4 4 4 1

1 2 1 1

須恵器・提瓶 l

須 恵 器 ・横 瓶 2 1

須恵器・速 l 1 3 l

5 2 2 1

須 恵 器 '長頸重 l

土師器・甕 66〔84〕 106〔 161〕 18『33] 35〔 23] 37「 43] 2

土 師器 ・赤 彩 甕 3 1

土師器・椀 2 4

3 2 2 4

l l 11 2 1 2

土師器 赤彩高杯 7 3 3 4

土 師器 ・甑 4 4

土師器 。手握ね土器 4

l 5 2 4

土 裂 支 脚 l

十 帥 器 ・ 台 付 土 器 1 6

赤形 台付 土 器 l

鉄津 l

鉄 製 品 2 2 l l

石 鏃 1 1 1

スクレイパー 1

砥 石 1

剥片 1 1
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第32図 西 I遺跡A区 奈良。平安時代遺物実測図 (S=1/4)

奈良 。平安時代の遺物

A区包含層中からは8世紀後半～11世紀前半の須恵器・土師器・黒色土器などが出土している。

8世紀の遺物は遺構に伴わないがA-2区 中段～下段斜面にかけて分布している。杯身・盤・皿・

把手付鉢・鉄鉢模倣鉢・土師器奏など多様な器種構成を示す。

9世紀以降の遺物はA-2区上段包含層を中心に出土しており、須恵器杯身・土師器杯身・土
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32-3

第33図 西 I遺跡 A区 奈良時代の遺物分布状況図 (S=1/400・ 土器1/6)

-55-



第52表 西 I遺跡 A区 奈良 。平安時代の遺物観察表 (太字数字は確定値 :明朝体数字は復元値)

挿図番号 器 種
寸法 にm)

胎 土 娩  成 調 整 色  調 残存度 備  考
器 高 口径 底 径

32図 -1 須恵器
杯身

密 (05a」 l以 下の長石等
を含む)

良婿 外部 :回転 ヨコナデ

底部外面 :回転糸切 り
底部内面 :回転 ヨコナデ後、不定

方向ナデロ縁端部 を外側 に
ひねり出す

内面 :暗褐灰色
外 断面 :暗灰色

1/5

32図 -2 須恵器
杯身 127

密 (158」 以下の長石 を
含む )

良好 体部 :回転 ヨコナデ
外面 :目縁端部を外側 にひねる
底部外面 :回転系切 り

内 外面 :黒褐色
斯 外底面 :暗灰色

1泡 重ね焼 き
痕あ り

32図 -3 器思
身

須
杯 127 8

密 (05伽以 下 の 長 石、
黒色粒 を含む)

やや良好

（疋不後デ

リ

ナ

デ
切

コ

ナ
糸

ヨ

コ
転
転

デ

ヨ
回
回
ナ

転

‥
‥
向

回
面
面
方

‥
外
内

部
部
部

体
底
底

内 外面 :褐灰色
断面 :濃灰色

3//4 外面中位
に重ね焼
き痕

32図― J 須恵器
杯身

残 高

31
114

緻密 (0 5aa以 下の長石
石英をわずかに含む )

やや良好 口縁都 :回転 ヨヨナデ。口縁端部
は外側にひねる

色
色

灰
褐
色

青
灰
灰

濃
暗
濃

面
面
面

内
外
断

口縁部1/5

32図 -5 須恵器
杯身

124

密 (lm以 下の長石等 を

含む )

良好 体部 :回転 ヨコナデ
底部外面 :回転糸切 り
底部内面 :回転 ヨコナデ後、不定

方向ナデ
ロ縁端部は九 くお さめる

面
面
　
面

内
外
　
断

淡紫灰色
褐灰色～談
紫灰色
濃灰色

1/5 外面に重
ね焼 き痕

32図 -6 須恵器
杯身 残 高

密 (15m以 下 の 石 英
長石を含む)

普通 体部 :回転ヨコナデ
底部内面 :回転ヨヨナデ後、不定

方向ナデ
底部外面 :回転糸切 り

内 断面 :淡褐灰色
外面 :淡灰色

1/3

32図 -7 須恵器
杯身 残高

級密 (0581以下の長石
石英等 をわずかに含む )

体部 :回転 ヨコナデ
底部内面 :回転 ヨヨナデ後、不定

方向ナデ
底部外面 :回転糸切 り

面
面
面

内
外
断

褐灰色
濃灰色
淡青灰色

底部1/3

32図 -8 器吉
０

須
皿

残 高 密 (l mm以 下の石英 長
石を含む)

やや良好 回縁部 :回転 ヨコナデ 内 外面 :褐灰色
断面 :淡青反色

口縁部1/6

32図 -9 須恵器
皿 21

密 (1 5nln以 下 の 石 英
長石等を含む)

警通
定不後デ

デ
ナ

ナ

コ
ヨ
転
デ
切

転
回
ナ
糸

回

‥
向
転

部
方
回

部
底

　
‥

縁
面
　
部

日
内
　
底

面
面
面

内
外
断

暗褐灰色
淡青灰色
暗緑灰色

1/3

32図 -10 須恵器
高台付盤

やや密 (14m以下の長石
等 を含む)

普通 体部 :回転 ヨヨナデ
底部外面 :回転糸切 り
底部内面 :回転 ヨコナデ後、不定

方向ナデ
日縁端部は細 く、鋭 く仕上げる

内面 :暗青灰色
外 断面 :暗褐灰色

内面に径
11 6cmの
重ね焼き
痕

32図 -11
盤

器
付

恵
台

須
高 17 8 143 密 (0 5mm以 下 の長石等

を含む)

やや不良 体部 :回転 ヨヨナデ
回縁端部外面 に面を持つ

全面 :淡茶褐色 [/3

32図 -12 須恵器
鉄鉢型鉢

推 定
17 2

密 (l aJI以下の石英 長
石を含む)

やや不良 体部 :

底部外
国縁端

回転 ヨヨナデ
面 :回転ヘラケズ リ
邪は内俣1に細 くつまみ出す

内 hFr面 :淡灰色
外面 :濃灰色

1/3

32図 -13 須恵器
把手付大型
鎌

残 高
密 (1 5Du以 下 の長石 を

含む)

良好 面
面

外
内

格子 目状 タタキ
同心円押 さえ具痕

内 断面 :淡灰色
外面 :暗灰色

LI稼昔卜の 一

部

32図 -14
頸長

器
付

悪
台

須
高
壷

残 高
普通 (l Hal以 下の長石
石英を含む)

良好 内 外面
底都外面

デ
デ

ナ
ナ

コ
後

転
切

回
糸

内 断面 :淡青灰色
外面 :暗灰色

底部のみ

32図 -15 土師器
単純口縁斐

残 高
53

やや粗 (2 EIO以下の長石
石英 赤色粒を多 く含
む)

良好
デナ

デ
タ
リ

ナ
イ
ズ

コ
の
ケ

ヨ
占
〕
フ

転
方

ヘ

回
テ
‥

‥
夕
面

部

‥
内

縁
面
部

日
外
胴

全面 :暗橙褐色 日縁部1/8 日縁端都
内面に凹
面をもつ

32図 -16
箋縁

器

口

師
純

土
単 残 高

やや粗 (2 mal以下の長石
石英を多 く含む)

普通 回縁部 :ヨ コナデ
胴部内面 :ヨ コ方向のヘラケズ リ

全面 :淡栓褐色 回縁部 1泡 部
に

茄
側

稼
内
厚

口
は
肥

32図 -17 土師器
単純口縁薯

残 高 やや粗 (3 ara以下の長石
石英を多 く含む)

良好 ‥
面

部
内

縁
都

日
胴

コナデ
ヨコ方向のヘラケズリ

内 断面 :淡橙褐色
外面 :濃橙褐色

口縁部1/12

32図 -18 須恵器
杯身

残 高 64 密 (151J以 下 の 石 英
長石 を含む)

良好 内 外面 :回転 ヨコナデ

底部 :静止糸切 り
内 断面 :濃灰色
外面 :暗褐灰色

底部のみ

32図 -19 土師器
杯

11 0 57 密 (051m以下の赤色粒
黒色粒をわずかに含む)

普通 体部 1回転 ヨヨナデ
外面 1回転糸切 り

全面 :淡栓褐色 1/3

32図 -20 土師器
杯 ■ 1 57

密 (0 5mm以 下 の 石 英
赤色粒 をわずかに含む)

普通 体部 :回転 ヨコナデ

底部外面 :磨滅のため判然 としな
いが糸切 りか ?

内 断面 :暗茶褐色
外面 :淡橙褐色

1/2

32図 -21 土師器
杯

残 高 58 密 (0581以 下 の 雲 母
赤色粒 を含む)

普通 体部 :回転 ヨコナデ
底部外面 :回転糸切 り

全面 :橙掲色 底部1れ

32図 -22 土師器
高台付椀

残 高 73
腎 (0 5Ha以 下の金雲母
赤色粒 を含む)

普通 体部 :回転 ヨコナデ

底部外面 :回転糸切 り後、高台接
合のためヨヨナデ

全面 :橙褐色 1/5

32図 -23 土師器
高台付椀

残 高 推定
63

密 (141以下の石英 長
石 雲 母 黒 色 粒 を含
む)

普通 全面 :回転 ヨコナデ 内 外面 :橙掲色
断面 :淡黄褐色

底部1/2

32図 ―閉 黒色土器
杯 残 高

17 0

や や 粗 (l am以 下 の 石
英 長石 赤色粒 雲母
を含む)

普通 外面 :単位の細かなヨコ方向ヘラ
ミガキ

内面 :炭素吸着の後、丁寧なヘラ
ミガキ

内面 :黒灰色
外面 :明栓褐色
断面 :淡褐色

1/5高 台は

欠損
口縁端部
内面に段
を設ける
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第34図 西 I遺跡 A区 平安時代の遺物分布状況図 (S=1/400・ 土器1/6)

第53表 西 I遺跡 A区 奈良時代の遺物構成表

Ａ一‐搬
A-1
中段

A-1
下段 く騒赳面|Ａ・２搬

Ａ・２搬 Ａ・２翻Ａ・２鰤
A-3
上段

A-3
中贄

A-3
下段

A-3
下段斜画

土師器 華 1 2 l l

須 恵 器杯 身 ] 7 2 2 l

高台付盤 2 l

鉄 鉢 槙 倣 鉢 l

高杯 ]

長質章 l l

把 手付 き大 型 鉢

第54表 西 I遺跡 A区 平安時代の遺物構成表

A-1
上段

A-1
中段 Ａ一‐穏

A-1
下段斜面Ａ・２翌

A-2
由砕

A-2
下 砕

A-2
下砕 斜 薦 Ａ・３搬

Ａ・３搬 Ａ・３軽
A-3

下躙 面

須恵器杯身9C 3

土 師器 杯 身 9C 2 2

土師器杯身10・ 1lC l 2

黒色 土 器 l
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季

⑫

回 30-3

0                                   20m

石製品・鉄製品分布状況図 (S=1/400。 石製品1/2・ 金属製品 砥石1/4)

‐蛭
‐坤

師器椀・黒色土器椀など供膳具が主体 となっている。約200年 間にわたり、断続的に土器が使用さ

れているが短期的にはごく少数の上器が利用されているにすぎない。遺構に伴わないことから性格

は判然としない。

③ 14-9

《§3伊 1。
_26

10-25

18-13

凡例

● :鉄製品
○ :鉄滓
□ :石器
■ :古墳時代の石製品
▲ :古銭

第35図 西 I遺跡 A区
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第36図 西 I遺跡 A区 手捏ね土器分布状況図 (S=1/400。 土器1/4)

手捏ね土器の出上状況

A区内では17個体の手捏ね土器が出上している。出土状況は比較的散在 しているが、中でも段

状遺構2と その周辺では6個体が集中している。その他の段状遺構では 1～ 2個体出土しており、

各建物ごとに保有している状況が確認できた。
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第 3節 B区の概要

B区はA区 より東側に一段落ちた谷に面する緩斜面に位置している。標高は51～53mであり、

全体として悟り鉢状の地形を呈している。B区は本来、中央部分に谷が貫入しており、その谷が堆

積によって埋没して平坦面が形成されている。よって、中央部分は黒色上が堆積し、保湿性が高く

水気の多い土質である。

調査の結果、A区から転落したと思われる須恵器・土師器の小片が出土したが、遺構は検出で

きなかった。水分が多く、軟質な土質のため、居住等に適さないためと考えられる。

第 4節 C区・D区の概要

第37図 西 I遺跡C区 出土土師器実測図 (S=1/2)

この区域では、試掘の結果、土器片を含む暗灰色の遺物包含層が確認されたので、用地内で地形

的に連続する斜面を西 I遺跡 C区・D区 として本調査した。その結果、遺構は検出されなかった

が、いずれの調査区からも土師器の破片が若干出上した。しかし、図化できたものは、C区から出

土した古墳時代前期の壷形土器 (第37図 )のみであった。この重形土器は、焼成良好で、色調は明

黄褐色を呈する。胎土は密であり、 l llull程 度の石英を含む。残存する頸部外面には無軸の羽状文を

施し、内面には指頭圧痕を残す。遺存は頸部から口縁部にかけての半周のみであった。

第55表 西 I遺跡 B区 遺物構成表

須恵器・杯蓋

回縁部1/2以 下 口縁部1/8以 下

須恵器・大秦

須恵器 。大甕
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第 5節 まとめ

西 I遺跡 A区では出雲 3期～ 5期 (TK48～TK217)の集落跡の一角を確認することができた。

集落跡は標高48～ 59mの やや小高い斜面に所在 し、斐川町内で現在判明しているものでは最も高所

に所在する古墳時代後期の集落といえる。町内で同時期の集落遺跡としては杉沢 I遺跡などが確認

されているが、調査例が少なく集落の実体については判然としない部分が多い。

西 I遺跡には竪穴建物は 1棟 も存在せず、削平段+掘立柱建物という建築構成になっている。こ

れは 6世紀末前後に建築様式が竪穴建物から掘立柱建物に移行するという山陰地方の海岸平野部に

特徴的な現象に反するものではない。しかし、調査区内での同時期の遺構は 2～ 3基程度であり、

調査区外の平坦面に遺構があると想定 しても同時期の遺構は3～ 4基と見込まれ、小規模な集落で

あつたことが想定される。集落の性格 としては標高の低い場所に立地する母村から派生 した分村・

子村の可能性が考えられる。それに関連 して、西 I遺跡の300m北方には石棺式石室を内部主体に

持つ武部西古墳
0が

存在するが、西 I遺跡の集落存続時期とほぼ同時期の築造と思われ、西 I遺跡

の集落構成員もその傘下におく小地域首長が葬られていた可能性がある。西 I遺跡の性格を考える

上で看過できない古墳である。

また、鍛冶津が 3点余 り出上 しているが、鍛冶炉遺構は明確でなく、羽口、金床石、鍛造剥片な

ども出上 していないため、この集落内での操業実体は定かではない。農具などの修理・再加工など

小規模な副業的で小規模な操業が想定できる。

なお、集落の存続期間が土器の 3型式程度の間に収まるため、遺物の様式関係を捉えるのに良い

資料になると考えられる。煮沸具・手捏ね土器の出土状況は一定の傾向を持ち、集落内の上器保有

について貴重な資料を提供 したといえる。

集落としては 7世紀初頭で廃絶するが、その後 8世紀後半から11世紀までの須恵器・土師器・黒

色土器などが遺構に伴わない形で散見される。集落としての体裁を成さず、墓域として使用されて

いる痕跡も見いだせないことから、その性格は判然としない。

遺構の時期

遺構の造 り替え状況や、出土遺物などから遺構の機能した時期を見ると以下の通 りとなる。

須恵器杯蓋の個体数は、出雲 3期 22個体、出雲 4期77個体、出雲 5期 4個体を数えてお り、この

数値を素直に読むと、出雲 3期 に集落が成立 し、出雲 4期に隆盛を迎え、出雲 5期 に入る時期に衰

退・廃絶 したことが読みとれる。特定器種による年代観ではあるが、大粋はとらえているものと考

えられる。

時 期 出 雲 3期 出 雲 4期 出 雲 5期 出 雲 6期

逗

構

段 5古

段 3古

段 5新・

段 3新

段 2

・ 段 5新

段 1-―

段 4

‐
・  段 1- ・ 段 1
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時  期
蓋
式

杯
型 １

段

Ａ

中
２
段

Ａ

中
３
段

Ａ

中
１
段

Ａ
下

２
段

Ａ
下

Al
下段斜面

A2
下段斜面

A3
下段斜面

段状遺梶
1

檸

雄
２

第
寡 揮遺

新

状

３

れ凛
糧

雄
４

例
ヌ 隻状遺構

5床面
設状遺擦
5覆土

出雲 3期 :TK43 A3a ユ 2 3 1 1 2

A3b 6

A3c 1 l

出雲 4期 :TK209 A4 2 2 1 6 3 4 4 2 ] 4

A5 2 2 10 4 3 ユ 4 l ユ 4

A6 1 1 2 2 ユ

出雲 5期 :TK217 A7 1 l 1 ]

不 明 l 1 〕 1 1

第56表 西 I遺跡 A区 出土須恵器杯蓋構成表

三輪玉について

西 I遣跡では段状遺構 1・ 掘立柱建物跡 1か ら水晶製三輪玉が 1点出土 している。県内では他に

4遺跡で10個体が出土 している。玉作遺跡である玉湯町平床 Ⅱ遺跡0。 堂床遺跡ωで 3個体出上 し

ているほか、東出雲町島田池 1区 2号横穴墓②で 5個体、同 2号墳から1個体、松江市福富 I遺

跡0では古墳の副葬品と思われるものが 1個体出上 している。なお、 6世紀前半の築造 とされる浜

田市めんぐろ古墳
⑦では金銅製三輪玉 1個体が、 6世紀中葉の築造の′鳥取県淀江町長者ケ平古墳

③

では金銅製三輸玉 3個体が見つかってお り、 6世紀前半の築造と考えられる平田市の上島古墳
0か

らは倭風大刀の護拳帯に取 り付けられたと考えられる方形飾 り金具が見つかつている。

本来、三輪玉は 5世紀後半から倭風大刀の系譜上にある楔形柄頭大刀・玉纏大刀などの柄飾 りと

して金銅製で製作されていたものを、水晶 。石英などに置き換えたものであり、金銅製品に比較 し

て、細部の加工が簡略化され退化 していることは否めない。金銅製三輪玉を使用 した楔形柄頭大刀

は、大阪府峰ケ塚古墳、奈良県藤ノ木古墳出土例や伊勢神宮古神宝などの例から装飾大刀の中でも

格付けが高いとされるが(0、
水晶製三輪玉は金銅製三輪玉のコピーであ り、その産地を近隣に控

え、供給を受ける機会の多い出雲地域では必ずしも高い格付けの大刀とはいえないのではなかろう

か。また、地域首長は畿内などから最新式の龍鳳系環頭大刀や大陸系の大刀を下賜 されている

が°‐)、

首長層より下位に属する横穴墓埋葬者層などにはその影響が及びきらず、倭風大刀の気有

が継続 していたものと考えられるQか
。

島田池遺跡出土品は倭風楔形柄頭大刀としては末期に属すると考えられ、西 I遺跡出土品も同時

期のものである。この集落に楔形柄頭大刀を保持するような人物が居住 した可能性 もあるが、水晶

製三輪王 1個体 という出土状況のため性急な結論づけは見送 りたい。

第57表 島根県内出土三輸玉一覧

遺跡名 所 在 地 時  期 出上場所 (遺構、層位) 寸法 (全長×厚さ:mm) 材質 共伴 した祭TE系遺物 備 考

西 I遺跡 斐川町三絡 出雲 4～ 5期 掘立柱建物 2 376× 1955 水 晶 手捏ね土器 本書

島田池遺跡 東出雲町揖屋 出雲 4期 2号墳頂 421× 231 水晶 文献(2)

1区 2号横穴墓 345× 水品 大刀
玄室内反対側に勾玉
管玉 丸玉・切子工・

小玉

1区 2号横穴墓 346× 水 晶

1区 2号横穴墓 416× 水 品

1区 2号横穴墓 35.4× 67 水晶

l区 2号横穴墓 325× 水品

平床Ⅱ遣跡 玉湯町平床 古墳後期 Ⅲ区遺構外 (28)× 石 英 勾玉・平玉・臼玉・九
玉・小玉未製品

文献(3)

石 英

堂床遺跡 玉湯町林村 出雲 3期 SB06(玉作工房 ) 34× 15 水 晶
勾玉・管玉・九玉・切
子工・臼玉未製品

文献(4)

福富 I遺跡 松江市乃木福富町 古墳後期 6区遺構外 (古墳 ?) 45× 27 水晶 文献(5)

めんぐろ古墳 浜田市治和 6世紀中頃 石室内 35～ 40× 3 金 銅 鏡 切子玉 鈴釧 文献(7)
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鉄製鎌について

段状遺構 3古段階の遺構面からは中型の曲刃鎌が出上 している。島根県内では約40例出上 してい

るとされ00、 約半数は古墳時代後期に属することが明らかにされている。

煮沸具類の分布状況

煮沸具類のうち、移動式竃・甑・土製支脚の分布状況について表示 したものが、第39図 である。

このうち、移動式竃は破片の胎土・色調・調整・厚さなどを手掛かりに分類作業を進めると5～

6個体に絞 り込めることが確認できた。そして、下段・下段斜面に転落 している破片は個体の口縁

部や焚口部など上半部が細片化 したものが大半なのに対 して、上段で確認される破片は大きな基底

部片が卓越 している状況が看取された。このような破片の散布状況から移動式竃は段状遺構 1・ 掘

立柱建物 1付近に2個体、段状遺構 2及びその南隣に3個体が存在 したことが推察され、段状遺構

3。 4・ 5では遺構の利用が中止された時点で移動式竃は存在 しなかったと考えられる。この現象

が段状遣構 1・ 2と 段状遺構 3・ 4・ 5の性格差を反映しているのか、にわかに判 じがたい。しか

し、段状遺構 1。 2では明確な掘立柱建物が存在 し、それに対 して段状遺構 3・ 4・ 5では明確な

掘立柱建物が確認できない点など、遺構の性格差は明らかである。

煮沸具類のうち移動式篭が一定量存在するのに対 して、土製支脚は 1点 と少ない。出雲地域の平

野部では 6世紀末～ 7世紀初頭に移動式竃・土製支脚・甑・秦が煮沸具の 4点セットとなる。°が、

|

凡例

● : 甑
土製支脚
移動式カマ ドA
移動式カマ ドB
移動式カマ ドC
移動式カマ ドD

アミ掛け部分は移動式カマドの分布域をしめす 0                                   20m

第39図 西 I遺跡 A区 煮沸具類分布状況図 (S=1/400)

☆
■

△
〇

▲
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それ以前に系譜が遡れない土製支脚についてはその出現時期や系譜が注目される。移動式竃は 5世

紀後半から6世紀の間は数例の出土例が確認されている(0が、土製支脚に先行 して煮沸具セット

に定着するのか、斐川南部の地域性 として土製支脚の定着が他地域より若千遅れるのか興味深い。

以上のように、西I遣跡は斐川町内では調査例の少ない古墳時代後期の集落跡であることが確認

された。調査例が多く資料の蓄積されている近隣の旧神門郡 。旧意宇郡域などの同時期の集落遺跡

との比較検討が課題となるが、現状では旧出雲郡域での集落調査例が少なく、西I遺跡が一般的な

集落例だという実証も困難なため、しばらく類例の増加を待って検討されるべきと考えている。検

討課題としては以下のことが考えられる。

①集落の構造 (建物の配置・規模・棟数など・竪穴建物から掘立柱建物への移行形態とその時期)

②一家族の保有する建物構成 (一家族単位の建物所有数)

③土器様式の変遷 (須恵器・土師器を含めた様式変遷)

④土器様式の地域差 (大井窯産須恵器の流通と他窯との関係・土師器の地域差)

⑤移動式篭・土製支脚・甑などの導入時期

⑥集落内祭祀の実体 (玉類 。手捏ね土器・赤塗土器などの出土状況)

⑦集落とその墓域の関係

③鍛冶操業など集落内での手工業生産の実体

③耕作地とその形態の把握
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第 4章 祇園原 I遺跡の調査

仏経山 (標高366m)の東麓に位置するこの遺跡では、調査対象区域として18,500♂ を見込んで

いた。 トレンチを39地点、合計202だ設定して確認調査したところ、北に向かって下る深い谷筋の

東斜面 (標高90m～ 95m)で遺構 。遺物が確認されたので、この区域について350ドの調査区を設

ま
″′′′″′川ィiィ

0                          100m
|

第40図 祇園原 I遺跡 調査区位置図 (S-1/2,000)
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第42図 祇園原 I遺跡 遺構及び遺物分布平面図 (S-1/100)
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第58表 祇園原 I遺跡 土坑規模計測表

0                        2m

|

ｏ
ｍ
ｏ
∃

遺構名 検出場所 平面形 断面形
規 模

出土遺物 遺構の性格
己軸 (cm) 短軸 (cm) 径 (cm) 深さ(cm)

SK01 緩斜面 楕円形 74 土製品 小炭窯

SK02 緩斜面 円形 弓 51K状 86 80 土師 上器 焼上坑

SK05 緩斜面 不率形 弓弧状 土 師 土器 焼土 L

SK06 経斜面 円形 泣台形状 土 師 土器 焼上士

SK07 経斜面 円形 ivf台形状 Ю 27 0 土師 [ 土 器 焼 土
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けて、平成18年10

月30日 から平成13

年11月 28日 まで本

調査を行なった。

発掘調査の結果

6基の上坑と3か

所の焼土溜まりが

検出された。これ

らの遺構や遺物包

含層から土師質土

器や陶磁器が出土

した。

検出した 6基の

土 坑 の うち4基

は、地中構造が半

球状から深い椀状

あるいは断面が逆

台形状を呈 し、内

壁面は赤 く焼け付

いていた。これら

は土師質土器を若

干ながら伴ってお

り、焼土 (内壁面

が焼け付いた残骸

とみられる)。 灰・

炭・土が詰まって

いた。何かを生産

したと考えられる

残淳は内容物の中

にも、周囲の土中

からも検出されて
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第43図 祇園原 I遺跡 土坑実測図 (S=1/40)

るいは断面が浅い逆台形状を呈 しており、内面は一部赤 く焼け付いているが、内容物は細かい炭が多

く目立ち、遺物は伴わない。この 2基は時期不明の小炭窯 (製炭窯)で ある可能性が高いと思われる。

また、焼土溜まりの内容物は、土師質土器 も含めて前者の上坑の内容物と同様 と思われる。これ

|ヨ

|ヨ
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らの遺物の中には龍泉窯系青磁の

破片と見られるものも含まれてお

り、土師質土器についても顕著な

型式差は認められないので、祇園

原 I遺跡から出土したこれらの遺

構、遺物については、概ね13世紀

代の年代観が得られるものと思わ

れる。 2基の小炭窯と思われる遺

構については時期不明と言わざる

を得ないが、比較的浅い部分から

検出したことや、人家に近い区域

で検出したことなどから、近年に

おける使用の可能性 も考えてよいのではないかと思われる。他の 4基の焼土坑は、生産に関わる可

能性は低いと考えられるので、墓坑や何かの祭祀に関わる遺構である可能性が考えられる。これら

の焼土坑に伴って出土 した土師質土器の器種は椀皿類であり、その他の供膳具、調理器具、貯蔵容

器など集落から通常出上 してしかるべき生活用具が欠落している。また、周囲にはこの焼土坑群を

包含する同時代の集落は確認されておらず、このような現状では、集落から数百メー トル以上ある

いは数キロメー トル以上隔絶された施設であつたと考えぎるを得ない。

第59表 祇園原 I遺跡 出土遺物観察表

第 5章 石橋 I遺跡の調査

石橋 I遺跡は仏経山 (標高366m)の 東、高瀬城跡 (高瀬山標高314m)の 西に位置している。出

雲平野に面 した標高131.7mの 山頂部を中心として5,100♂ を調査の対象とした。確認調査として12

地点、合計130♂ を発掘調査 したところ、遺物は出土 しなかったが、山頂部から柱穴が検出された。

この部分を中心に250ポの調査区を設定 して平成13年 9月 19日 から同年10月 24日 まで本調査を実施

した。

発掘調査の結果、山頂部には30♂ほどの平坦面があり、これを東西に貫 くように3穴あるいは4

穴からなる柱穴列 1条が検出された。これらの柱穴は、ほぼ2m間隔で並んでいる。本調査におい

ても遣物は出土 しなかったので時期は特定できないが、立木などと組み合わせた建物跡の可能性が

高いと思われる。石橋 I遺跡と名付けられたこの山頂は、高瀬城からは見えにくい出雲平野の西側

を広 く見通すことができるので、見張 り台的な役割を担っていたことも考えられる。

第44図 祇園原 I遺跡

出土遺物実測図

(S=童鰹暑義葺をチ:)

挿図番号 出上位置 種 月」 器種 法 量 (em) 月台   土 色  調 焼 成 手法などの特徴 遺存度

44-1 焼土溜まり■ 土師質土器 椀 器高残存23底径60 密 赤掲色 良 外面回転ヨコナデ 1カ以下
44-2 焼土溜まり21 土師質土器 枕 器高残存30復元底径5,4 密 赤褐色 良 底部回転系切り外面回転ヨコナデ 1/2以上

44-3 包含層 土師質土器 椀 器高残存29底径48 密、 l anl以 下砂粒多し 赤褐色 良好 内外面ヨヨナデ底部回転ネ切り痕 1/2以下
44-4 包含層 土師質土器 椀 器高残存30底径復元54 密、 lm以下砂粒多し 明責褐色 良好 内外面ヨヨナデ底部回転糸切り痕 1/2以下
44-5 焼土溜まり■ 土師質土器 皿 日径復元116 密、 l am以 下砂粒多 し 黄褐色 良好 血外面 ヨコナデ 1/2以下

44-6 焼土溜まり21 土師質土器 皿 日径復元86器高215底 徴 2 密、 l rD砂粒僅少 赤褐色 良好 底部回転糸切り外面回転ヨコナデ と/2以上

44-7 焼土溜まり21 土師質土器 皿 日径復元80器高14底径40 密 灰自色～赤褐色 良 底部回転糸切 り? 1/2以 上

44-8 包含層 土師質土器 柱状高台皿 器高残存32底径52 密 黄橙色 良好 外面ヨヨナデ底部回転糸切り痕 [/2以下

挿図番号 出上位置 種 男」 器種 董 量 (買 ) 材   質 傭 考

44-9 包含層 石器 素J片 4路 黒樹琶石 裏面にヒンジフラクチヤーの剥離面を持つ。
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第45図 石橋 I遺跡 遺構実測図 (S-1/100)

-73-



13
2.
Om

13
20
m

東

　 　 　 　 　 　 　 　 一

糾 占 図 　 創 諭 Ｈ 齢 尊 　 卜 圃 � 澄 国 （ ∽ ＝ ミ ８ ）

― 『 ト ー

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

1 
表

土

責
掲

色
砂

質
土

淡
黄
褐

色
砂

質
土

暗
責
掲

色
砂

質
土

暗
掲

色
砂

質
土

黄
色
粘

質
土

暗
黄
褐
色

粘
質
土

責
掲

色
粘

質
土

(地
山

ブ
ロ

ッ
ク
含

む
)

暗
掲

色
土

2 3 4 5 6 7 8 9

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

10
 
暗
責
掲
色

土
(地

山
ブ
ロ

ッ
ク
含

む
)

11
 
黄
色
砂

質
土

12
 
暗
黄
掲
色
砂

質
土

(地
山

ブ
ロ

ッ
ク
多
量

に
含

む
)

13
 
暗
責
掲
色

土

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 4
m

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

地
山

ブ
ロ

ッ
ク



第 6章 高瀬城北遺跡の調査

1.位置と調査の概要

高瀬城北遺跡は、簸川郡斐川町大字神庭1558-2番地他に所在する。ここは簸川平野の南側に連

なる丘陵地にあたり、青銅器出土地として著名な荒神谷遺跡の東側約 l kmに 位置 している。南側に

は米原氏居城の高瀬城が存在するが、この追跡はそこから北側の宇屋谷に向かって伸びる尾根の東

側斜面に広がっている。

宇屋谷付近には数多 くの遺跡が知られているが、その中でも特に中期～後期にかけての古墳及び

中世の遺跡は注目される。古墳では、全長約58mの前方後円墳である神庭岩船山古墳が谷の入 り口

の微高地に、そしてこれに続 く規模を持つ径32m、 高さ5,3mの小丸子山古墳 (円墳)が谷の平地に

それぞれ築かれている。さらにこの谷の西側に伸びる丘陵地には神庭古墳群をはじめ小規模な方墳

や円墳が数多 く造られている。以上のように大小さまざまな古墳が所在 しているこの地域は、当時

の身分階層の実態や社会情勢を知る上に重要な地域である。また、谷の平地部には須恵器等の上器

片が散布 しており、大規模な集落が営まれていたものと思われる。中世の遺跡では高瀬城が存在 し

た関係で多 くの城跡がある。谷の東側の丘陵地には鷹の巣城、錦田原城、宇屋谷城等が築かれ、比

較的低い丘陵地に位置する宇屋谷城は高瀬城関連の館跡になる可能性を持ってお り注目される。

平成13年 6月 4日 から7月 3日 にかけて遺跡の範囲、性格等を把握するための確認調査を行っ

た。その結果、縄文時代の落とし穴と思われる遺構や焼土 と土器片を検出したため10月 10日 から■

月27日 にかけて本調査を実施 した。斜面下方部に第 1調査区、上方部に第 2調査区を設けて調査 し

0                   50m
|

第47図 高瀬城北遺跡 遺跡周辺の地形図 (S=1/1,000)
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たが、古墳時代中期以降の上師器、須恵器、中世の上器等の遺物が出上 したのみで明確な遺構は検

出することができなかった。

2.第 1調査区

標高84～ 89mの緩やかな谷部にあたるところで、確認調査の結果、 トレンチから多量の焼土と少

量の土器片を検出したため、それらが出土 した230ポあまりを調査対象として本調査を実施 した。

焼上の堆積状況

焼土は調査区の上方に2か所、下方に 1か所まとまって出上 した。それらはいずれも谷の主軸方

向にゴルフ場のフェアウェイに似た細長い形状を呈 してお り、谷の上方から滑 り落ちて堆積 したも

のである。上方にある二つの焼土溜まりは、第 2焼土溜まりの上に第 1焼土溜まりが載った状態で

検出されたことから、谷の西側→東側の順で焼土が堆積 したものと考えられる。ただ、下方の第 3

焼土溜まりとの前後関係を明らかにすることはできなかった。遺構については第 1焼土溜まりの上

部から大形の土坑を 1基検出したのみである。出土遺物としては焼土中から古墳時代の上師器片及

び 7世紀代の杯 1点が完形の状態で検出された。

第 1土坑

第 1焼土溜まりの上部から検出された落ち込みである。谷のやや西側によった斜面に掘られてい

るもので、北側が トレンチにより破壊をうけたため全体の形態は明らかでないが、不整形な長円形

になるものと思われ、横口を持つ穴状の構造である可能性 も否定できない。現存する規模は長さ

2.83m、 幅1.95mあ まりで、深さは斜面上方部の縁から0.85mを 測 り、主軸は谷の中央線 とほぼ並

行 している。底は縦方向がほぼ水平で、その幅は南壁から少 し前の部分が最 も広 く1.16mを 測る

が、北側に行 くにしたがって狭 くなっている。底の横断は、中央部分は緩やかに窪み、両端は垂直

ぎみに20cmあ まり立ち上って壁にいたっている。また、壁面にはピット状の落ち込みが 4か所あま

り存在 していた。この土坑は発見当初、焼土や炭の発生源となる炭焼 き窯等の遺構になるものと期

待 したが、底や壁に焼けた痕跡が認められず、明確な性格を把握することはできなかった。

完形土器の出土状況

第 1焼土溜まりの下方の端から見つかった土器は須恵器の杯である。一部、口縁端部を欠 くとこ

ろがあるがほぼ完形で、焼土中から伏せた状態で検出した。原位置からさほど動いていないものと

思われ、第 1調査区ではこの上器以外に同時期のものが 1点 も出上 していないことから、何 らかの

理由で単独に使用されたものと考えられる。焼土との関係が推測されるが、出土地点が宇屋谷を流

れる河川の支流の水源地にあたっていることも看過できない事実である。

出土土器

第 1調査区から出土 した土器は古墳時代の須恵器、土師器と中世の備前焼が大半を占め、前者は

焼土中、後者は表土から検出されている。以下、土器の概要を述べる。

第52図 1～ 3は古墳時代中期前後の上師器の口縁部片である。 1は頚部から口縁部にかけての破

片で、口縁端部を欠 く甕である。形状は、「く」の字形を呈 してお り、口縁部の器壁はやや厚い。

形状を詳 しく見てみると、頚部からやや内湾 して上が り、短 く外反 して端部にいたっている。調整

は頚部から肩部にかけてタト面にやや幅広い縦方向の刷毛目が、また内面には横方向にケズリがそれ

ぞれ施されている。焼成は充分で、胎上に雲母を含む。 2は推定回径14.7cmあ まりの甕である。形

状は 1に近いが端部下方の外反 している部分の器壁は薄 く、口唇部内側に平坦面を持つ。調整は全

面に横ナデが施されているものと思われ、胎土は砂粒を多 く含み,雲母も混ざつている。外面灰褐
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第3焼土溜まり

0                  8m

高瀬城北遺跡第 1調査区 調査後地形測量図・遺構配置図 (S-1/120)
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色、内面責褐色を呈 し、焼成は良好である。 3は推定回径17。 7cmあ まりの董甕類の口縁部片で、端

部付近の小破片である。形状は大きく外傾 して開いており、端部は九い。日唇部内側に浅い凹み線

が廻っている。調整は横ナデが施され、砂粒を多 く含んでいる。色調は外面が黄褐色,内面が暗責

褐色である。 4～ 6は頚部の上師器片である。いずれも「く」の字形に屈曲してお り、内面に横ケ

ズリ、外面に横ナデを施 している。焼成は良好で、胎土に砂粒を含む。 7～ 10は外側に大きく開い

ている土師器の回縁部片である。推定回径は 7が最も大きく34.8cmで 8が29.9cm、 そして 9が28cm

あまりで、最も小さい10が20cmで ある。いずれも造 りがやや粗雑で、器壁は厚 く、 1～ 3の上器よ

り新 しいものと思われる。なお、10は 内面にケズリの痕跡がわずかに残っている。11は 口径16.3

cm、 器高5.Ocm、 底径9。 4cmを 測る須恵器の杯で、底部には高さ1.lcmあ まりの高台が付いている。

外形はやや内傾 した高台から外側に大きく外反して上がり、それからやや内湾して短 く外反して口

縁部にいたっている。口唇部の内側は外傾 した平坦面を持つ。外面の底部には糸切 りした後にナデ

を施 した痕跡が残っている。焼成は良好で、色調は淡い灰色。なお、杯部の内側に 1か所ではある

が径0。 4cmの竹管文が施されている。12は須恵器の壷か甕の底部片で、推定底径14.5cmあ まりを測

る平底である。外面は底部から約 3 cm上 方まで横方向のケズリが施されてお り、内面には粘土紐を

巻き上げた痕跡が一部に残っている。13～ 15は備前焼の壼の破片で、13、 14は胴部片、15は推定底

径18,2cmあ まりの底部片である。16は第 1調査区の上方の トレンチから出土 した安山岩製の石鏃で

長さ2.7cmあ まりのやや細長い三角形を呈 した快 りの小さい鏃である。

3.第 2調査区

尾根から東側に少 し下がつた斜面に設けた調査区で、第 1調査区の上方に位置する。 トレンチ調

査で縄文時代の落とし穴状の遺構を検出したため30♂あまりを調査 した。

第 1土坑

この土坑は調査区のほぼ中央の斜面から検出されたもので、1,34m× 1.13mの 長円形を呈 し、深

さは1,09mあ まりを測る。上端から0。 9mあ まり下がつたところで径が小 さくなり、底は15cm× 20

cmあ まりの不整な円形をしている。この坑は表土下にある灰褐色粘質土の下層から掘 りこまれてお

り、中には茶褐色粘質土が詰まっていた。中から遺物を検出することはできなかったが、掘 りこま

れた面の位置や堆積 した土等から古い時期のものと思われ、獣の捕獲用の落とし穴と推測される。

第 2土坑

第 1土坑の東側にあたる調査区の壁面付近から、径1.24m、 深さ0.85cmあ まりを測る土坑が見つ

かった。全形は不明であるが長円形を呈 しているものと思われ、底はやや九みを持ち、淡茶掲色粘

質土と茶褐色粘質土が堆積 していた。遺物は見つからなかったが、第 1土坑と同様に下層から掘 り

こまれていることから同時期のものと推測される。

4.ま とめ

今回の調査では明確な遺構を検出することはできなかった。焼土や遺物が出土したのは、調査地

が谷地形であったため土砂が上方から堆積 していることに起因しているものと思われる。ただ、ほ

ぼ完形で見つかった須恵器の杯は、原位置からさほど動いていないものと考えられる。このような

出土状況は出雲市芦渡町の廻田V遺跡でも確認されており、今後類例の増加を待って検討が必要で

ある。また、表土から備前焼の破片が出土 していることから、調査区周辺は高瀬城関連の施設等が

本来存在 していたものと推測される。

参考文献 『島根県斐川町遣跡分布調査報告書』 斐川町教育委員会 1992
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第53図 高瀬城北遺跡第 2調査区 調査前地形測量図 (S=1/200)

1 表土
2 灰褐色粘質土
3 責掲色粘質土
4 茶掲色粘質土
5 淡黄褐色粘質土
6 黄灰色粘質土

o                   2m

高瀬城北遺跡第 2調査区 調査後地形測量図・遺構配置図・土層図 (S-1/60)
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第55図 高瀬城北遺跡第 2調査区 第 1土坑実測図 (S-1/30)

≠

1 表土
2灰掲色粘質土
3 淡灰褐色土
4 明黄褐色土
5 淡茶掲色粘質土
6 茶掲色粕質土

0               1m

第56図 高瀬城北遺跡第 2調査区 第 2土坑実測図 (S=1/30)
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図版 1

西 1遺跡 全景 (南東上空より)



図版 2

西 I遺跡 (中央)・ 石橋 I遺跡 (左上)遠 景



図版 3

西 I遺跡 遠景 (西側上空より)

西 I遺跡 全景 (東側上空より)



図版 4

西 I遺跡 A区 全景 (上空より)

西 I遺跡 A区 段状遺構 1・ 3。 4。 5(北側より) 西 I遺跡 A区 段状遺構 2(北西狽1よ り)



図版 5
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西 I遺跡 A区 段状遺構 1。 3・ 4(北西側より)

西 I遺跡 A区 段状遺構 1・ 3・ 4・ 5(北西側より)
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図版 6
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西 I遺跡 A区 段状遺構 1・ 掘立柱建物 1
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=1学西 I遺跡 A区 段状遺構 1・ 掘立柱建物 2
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図版 8

西 I遺跡 A区 段状遺構 3(西側 より)

西 I遺跡 A区 段状遺構 3(東狽1よ
'サ

) 西 I遺跡 A区 段状遺構 3新段階・遺物出土状況



図版 9

西 I遺跡 A区 段状遺構 3新段階・遺構検出状況 (南西側より)
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西 I遺跡 A区 段状遺構 3新段階 。遺構完掘状況 (北東恨1よ り)

西 I遺跡 A区 段状遺構 5。 床面検出状況 (北東狽1よ り)



図版 10
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西 I遺跡 A区 段状遺構 4・ 遺構完掘状況 (北西側より)
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・遺構完掘状況 (東側より) 西 I遺跡 A区 段状遺構 3(西側より)


